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ー
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
国
勃
興
史
の
一
側
面
i

羽

田

明

【
要
約
】
　
一
七
世
紀
の
前
半
か
ら
一
八
世
紀
の
中
ご
ろ
ま
で
、
ほ
ぼ
一
世
紀
半
の
間
、
西
モ
ン
ゴ
ル
族
は
騎
馬
民
族
と
し
て
、
い
わ
ば
最
後
の
目
ざ
ま
し

い
活
動
を
し
た
。
彼
ら
の
国
家
は
一
般
に
「
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
国
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
は
旧
来
の
慣
例
に
従
っ
て
〃
四
オ
イ

ラ
ッ
ト
”
と
よ
ば
れ
つ
づ
け
た
西
モ
ン
ゴ
ル
族
の
一
部
族
で
あ
っ
て
も
、
最
初
か
ら
西
モ
ン
ゴ
ル
族
の
支
配
部
族
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
六
世
紀
の

八
○
年
代
ご
ろ
か
ら
一
七
世
紀
の
半
ば
近
く
ま
で
、
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
優
越
し
た
一
時
期
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
は
東
モ
ン
ゴ
ル
系

に
属
し
な
が
ら
、
〃
四
聖
イ
ラ
ッ
ト
”
の
う
ち
に
数
え
ら
れ
た
一
部
族
で
あ
る
。
清
朝
で
〃
思
慮
イ
ラ
ッ
ト
”
と
混
同
さ
れ
る
エ
ル
ー
ト
は
こ
の
ホ
シ
ュ

ー
ト
部
の
異
称
、
よ
り
正
確
に
は
そ
の
最
盛
期
の
支
配
氏
族
の
族
称
で
あ
ろ
う
。
ホ
シ
ュ
…
ト
部
長
が
オ
イ
ラ
ヅ
ト
汗
を
称
し
た
時
期
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
国

家
は
「
エ
ル
ー
ト
王
國
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
四
巻
四
号
　
【
九
七
一
年
七
月

　JvN一～

は
し
が
き

　
「
厄
魯
特
考
」
（
『
東
方
学
』
一
〇
、
一
九
五
五
）
、
「
顔
套
厄
三
筆
の
起

源
」
（
『
神
田
博
士
還
暦
記
念
書
誌
学
論
叢
』
～
九
五
七
）
な
ど
を
発
表
し
て
、

筆
者
が
疑
問
の
多
い
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
圏
の
形
成
過
程
の
問
題
に
検
討

を
加
え
た
の
は
、
十
か
年
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
頼

る
べ
き
邦
人
学
老
の
研
究
と
し
て
は
、
矢
野
博
士
の
『
近
代
支
那

史
』
一
九
二
五
や
『
近
代
蒙
古
史
研
．
究
』
一
九
二
五
の
関
係
部
分
く

ら
い
し
が
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
の
ち
の
十
数
年
闘
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
國
、
も
し

く
は
オ
イ
ラ
ッ
ト
史
の
研
究
は
大
い
に
発
達
し
た
。
護
雅
夫
氏
の

「
恰
痢
忽
刺
と
巴
図
爾
渾
台
吉
」
（
『
和
田
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
～

九
五
一
）
に
つ
い
で
、
山
口
瑞
鳳
氏
が
チ
ベ
ッ
ト
史
料
に
拠
っ
て
青
海

ホ
シ
ョ
ー
ト
（
和
碩
特
）
部
の
祖
「
顧
酔
興
の
チ
ベ
ッ
予
支
配
に
至



再び厄魯特について（羽田）

る
経
過
」
（
『
岩
井
博
士
古
稀
記
念
典
籍
論
集
』
一
九
六
三
）
を
明
か
に
し
た
。

次
い
で
新
進
の
若
松
寛
看
は
、
ロ
シ
ア
史
料
・
モ
ン
ゴ
ル
史
料
を
駆

使
し
て
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
国
の
祖
と
伝
え
ら
れ
な
が
ら
疑
問
の
人
物

だ
っ
た
「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
」
（
『
東
洋
史
研
究
二
一
ご
丁
酉
、
一
九
六
四
）

を
描
き
出
し
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
国
史
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
「
カ

ル
ム
ッ
ク
に
お
け
る
ラ
マ
教
受
容
の
歴
史
的
側
面
」
　
（
『
束
洋
史
研
究
』

二
五
1
｝
、
一
九
六
六
）
に
光
明
を
投
げ
た
。
　
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

ペ
リ
オ
の
遺
稿
集
の
一
冊
と
し
て
、
℃
・
℃
Φ
臣
。
戸
き
鷺
偽
ミ
、
ミ
Q
蓬
恥

職
、
ミ
無
8
悉
さ
§
§
書
”
℃
鴛
一
。
。
層
ド
リ
8
が
公
刊
さ
れ
、
写
ぬ
・
ω
き
－

霞
箪
♂
§
ミ
竜
一
喝
鳥
目
蛇
漆
塗
遠
、
8
。
。
o
さ
ミ
ミ
・
。
籍
（
峯
誤
－
寄
㎝
。
。
ど
ヨ
9

Ω
6
P
回
り
忠
が
出
版
さ
れ
た
。
　
一
六
三
五
年
は
カ
ラ
ク
ラ
の
死
後
そ

の
長
子
の
バ
…
ト
ゥ
ル
が
脚
立
し
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
（
渾
台
吉
）
と
称

し
た
年
、
一
七
五
八
年
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
国
が
滅
亡
し
た
年
で
あ
る
。

若
松
霧
の
そ
の
後
の
研
究
、
　
「
ツ
ェ
ワ
ソ
・
ア
ラ
ブ
タ
ソ
の
登
場
」

（『

j
林
』
四
八
1
六
、
一
九
六
五
）
、
「
セ
ン
ゲ
支
配
期
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国

の
内
乱
」
（
『
遊
牧
鮭
会
史
探
求
隠
四
二
．
一
九
七
〇
）
な
ど
は
、
同
窟
が
「
、
ジ

ュ
ン
ガ
ル
王
国
の
高
度
の
通
史
」
と
し
て
推
賞
し
、
そ
の
内
容
を
『
東

洋
史
研
究
』
二
五
…
二
、
一
九
六
六
に
紹
介
し
て
い
る
ズ
ラ
ー
ト
キ

ン
氏
の
著
書
に
負
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
岡
田
英

弘
氏
が
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
文
学
作
品
と
し
て
有
名
な
『
ウ
バ
シ
・
ホ
ソ

タ
イ
ジ
伝
』
の
要
約
に
考
証
を
付
し
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世

紀
中
葉
ま
で
の
モ
ン
ゴ
ル
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
関
係
を
辿
っ
た
「
ウ
バ
シ

・
ホ
ン
タ
イ
ジ
伝
考
証
」
（
『
遊
牧
社
会
史
探
求
』
一
瓢
一
．
一
九
穴
八
）
も
見
の

が
せ
な
い
。
　
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
一
三
、
中
世
七
、
七
三
一
一

〇
一
頁
に
収
め
ら
れ
て
い
る
若
松
諮
の
「
オ
イ
ラ
ー
ト
族
の
発
展
」

は
前
記
の
内
外
の
諸
研
究
の
成
果
を
集
成
し
た
も
の
で
、
現
在
の
わ

が
国
に
お
け
る
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
国
史
研
究
の
水
準
を
知
る
に
足
る
。

こ
れ
に
較
べ
れ
ば
、
筆
者
が
最
近
寓
目
し
た
℃
ρ
巳
ρ
O
．
口
呂
鼻

R、

ｬ
諮
N
．
壽
澄
竃
．
§
偽
。
夕
霧
◎
β
⇔
ρ
d
質
ぞ
。
話
詳
ざ
H
ゆ
＄
の
第
～

章
の
「
歴
史
的
背
景
」
は
一
九
世
紀
的
と
さ
え
い
っ
て
も
よ
い
。

　
も
っ
と
も
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
史
、
も
し
く
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
国
勃
興

史
に
は
な
お
疑
問
が
少
な
く
な
い
。
一
九
六
三
年
以
来
筐
底
に
蔵
し

て
い
た
講
演
の
草
稿
の
う
ち
か
ら
鶏
肋
な
お
棄
て
が
た
い
部
分
を
拾

い
大
節
に
補
訂
を
加
え
、
厄
魯
二
一
の
続
篇
と
し
て
敢
て
諸
氏
の
批

判
を
仰
ぐ
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
　
　
一
九
六
一
二
年
の
講
演
と
い
う
の
は
、
同
年
東
洋
文
庫
で
行
な
っ
た
講

　
　
演
を
指
す
。
こ
の
と
き
に
は
、
ジ
ェ
ン
ガ
ル
王
国
勃
興
史
と
し
て
一
応

　
　
の
体
裁
を
整
え
た
。
ゆ
て
の
梗
概
は
一
九
六
五
年
の
秋
、
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
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学
・
ボ
ン
大
学
で
も
講
じ
た
。
ミ
ミ
」
ミ
“
ミ
象
ぎ
八
専
寒
“
富
8
じ
d
窓
9

お
寓
①
津
プ
合
お
刈
O
に
ガ
ベ
ン
女
史
の
斡
旋
で
掲
載
さ
れ
た
団
挙

8
蹄
Φ
創
Φ
ω
U
一
。
暮
σ
q
げ
鴛
雲
×
H
①
。
簿
旨
。
。
。
寄
9
①
ω
は
そ
の
仏
訳
草

稿
で
あ
る
。

　
元
朝
の
筋
壊
後
に
わ
か
に
勃
興
し
、
一
五
世
紀
の
前
半
、
五
号
エ

セ
ン
国
。
。
露
（
也
先
）
の
と
き
に
頂
点
に
達
し
た
西
モ
ン
ゴ
ル
族
オ

イ
ラ
ッ
ト
（
瓦
刺
）
の
勢
力
は
、
そ
の
死
（
一
四
五
四
）
と
と
も
に
急

速
に
衰
え
た
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
中
国

側
の
史
料
に
み
え
て
い
な
い
だ
け
で
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

つ
た
こ
と
は
和
田
清
博
士
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
五
世
紀
の
末
か
ら
一
六
世
紀
の
初
に
か
け
て
、
ダ
ヤ
ソ
（
達
延
）

汗
の
も
と
に
東
モ
ン
ゴ
ル
族
（
縫
靱
）
の
復
興
が
な
り
、
内
部
の
統

一
は
で
き
た
が
、
そ
の
勢
力
範
囲
は
内
モ
ン
ゴ
リ
ア
だ
け
で
、
外
モ

ン
ゴ
リ
ア
は
依
然
と
し
て
オ
イ
ラ
ッ
ト
族
の
拠
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

東
方
へ
の
進
出
を
阻
止
さ
れ
る
と
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
族
は
そ
の
活
動
を

必
然
的
に
西
方
－
東
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
方
面

i
へ
指
向
し
た
。
こ
と
に
、
チ
ャ
ガ
タ
そ
汗
家
の
血
統
を
ひ
く
モ

グ
L
リ
ス
タ
ン
皇
国
が
衰
え
、
新
興
の
カ
ザ
ー
フ
族
が
盛
ん
に
な
っ

た
一
六
世
紀
の
三
〇
年
代
か
ら
は
、
そ
の
の
ち
二
世
紀
に
お
よ
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

オ
イ
ラ
ッ
ト
・
カ
ザ
ー
フ
両
民
族
の
抗
争
が
始
ま
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
内
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
統
一
に
成
功
し
た
東
モ
ツ
ゴ
ル
族

が
何
時
ま
で
も
祖
宗
の
地
で
あ
る
外
モ
ン
ゴ
リ
ア
を
西
モ
ン
ゴ
ル
族

の
手
に
委
ね
て
お
く
は
ず
は
な
か
っ
た
。
　
『
蒙
古
源
流
』
巻
六
に
依

る
と
、
一
五
五
二
年
、
ア
ル
タ
ン
（
俺
答
）
汗
は
親
ら
兵
を
ひ
き
い

て
ド
ゥ
ル
ベ
ソ
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
（
四
衛
拉
特
）
を
攻
め
、
ク
ン
ゲ
イ

囚
雪
σ
q
σ
q
凪
（
控
奎
）
・
ジ
ャ
ブ
カ
ソ
冒
8
露
（
札
不
牢
）
の
付
近
で
、

八
千
ホ
イ
ヅ
ト
、
す
な
わ
ち
ナ
イ
マ
ン
・
ミ
ソ
ガ
ソ
・
ホ
イ
ッ
ト

聴
毛
ヨ
ρ
⇔
露
ヨ
σ
q
σ
q
帥
け
ρ
○
詐
（
奈
曼
明
安
輝
特
）
の
ノ
ヤ
ン
（
諾

延
）
マ
ニ
・
ミ
ン
ガ
ト
ゥ
寓
㊤
巳
冨
貯
σ
q
σ
q
ρ
け
自
　
（
一
溜
尼
明
三
図
）
を

殺
し
、
そ
の
妻
と
二
子
お
よ
び
黒
部
衆
を
降
し
、
久
し
く
オ
イ
ラ
ッ

ト
の
手
に
没
し
て
い
た
和
心
す
な
わ
ち
カ
ラ
ロ
ル
ム
　
ρ
霞
ρ
ρ
〇
三
ヨ

（
和
林
）
を
奪
還
し
た
と
い
う
。
ク
ン
ゲ
イ
・
ジ
ャ
ブ
カ
ン
は
西
北

モ
ン
ゴ
リ
ア
の
ア
ヤ
ル
・
ノ
ー
ル
跨
団
㊤
㍗
口
。
目
に
注
ぐ
両
河
の
名
で

あ
る
。
東
モ
ン
ゴ
ル
族
に
属
す
る
ハ
ル
ハ
（
喀
艶
出
）
部
の
勢
力
が

ハ
ソ
ガ
イ
（
馬
継
）
山
あ
た
り
ま
で
伸
び
た
の
は
こ
の
征
伐
以
来
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
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再び厄魯特について（羽EB）

　
次
い
で
一
五
五
七
年
に
は
再
び
オ
イ
ラ
ヅ
ト
を
伐
ち
、
一
五
五
九

一
六
〇
年
に
は
青
海
を
征
服
し
た
。
オ
イ
ラ
ッ
ト
征
伐
の
委
細
は
判

ら
な
い
が
、
青
海
の
征
服
は
徹
底
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、

ダ
ヤ
ソ
汗
に
伐
た
れ
た
エ
セ
ン
の
孫
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
温
げ
箏
ぼ
日
（
亦

不
霊
）
は
逃
れ
て
本
来
チ
ベ
ヅ
ト
族
の
住
地
で
あ
る
青
海
に
拠
り
、

や
が
て
勢
を
回
復
し
た
の
で
、
ダ
ヤ
ソ
汗
の
孫
に
当
る
オ
ル
ド
ス
の

ギ
ュ
ソ
・
ビ
リ
ヅ
ク
・
メ
ル
ゲ
ン
O
自
昌
b
σ
ま
窮
鼠
巽
σ
q
9
日
（
褒
野
里

克
曾
爾
根
）
は
、
　
一
五
五
三
年
、
こ
れ
を
伐
っ
て
潰
滅
的
な
打
撃
を

与
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
余
党
が
そ
の
の
ち
ま
た
青
海

に
拠
っ
た
の
で
、
ア
ル
タ
ソ
汗
は
遠
征
し
て
青
海
全
土
を
そ
の
手
に

収
め
た
。
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
玉
入
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
モ
ン
ゴ
ル
族
の

移
住
を
み
た
青
海
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
族
の
支
配
下
に
は

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
一
五
六
二
年
に
は
、
ア
ル
タ
ソ
汗
の
従
孫
の
フ
ト
ク
タ
イ
・

セ
チ
ニ
ン
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
ρ
暮
夷
懸
巴
ω
①
α
①
コ
ρ
o
コ
σ
q
げ
ρ
門
門
（
庫
図

克
台
徹
辰
鴻
台
吉
）
が
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
畔
に
ト
ル
ダ
ー
ト
日
．
。
学

σq

ﾑ
暮
（
土
爾
題
画
）
を
伐
っ
て
勝
利
を
収
め
、
東
モ
ン
ゴ
ル
族
の
勢

力
は
は
じ
め
て
ア
ル
タ
イ
山
脈
を
越
え
た
。

　
ア
ル
タ
ン
汗
が
明
と
講
和
し
た
一
五
七
一
年
以
後
、
東
モ
ン
ゴ
ル

族
の
藪
方
無
業
は
い
っ
そ
う
活
発
に
な
っ
た
。
一
五
七
二
年
の
カ
ザ

…
フ
族
征
伐
は
失
敗
し
た
が
、
翌
七
三
年
、
フ
ト
ク
タ
イ
・
セ
チ
ェ

ソ
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
復
仇
の
師
を
興
し
て
、
大
勝
を
得
た
。
こ
の
間
、

オ
ル
ド
ス
の
ブ
ヤ
ソ
・
バ
ー
ト
ゥ
ル
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
切
幻
《
歪
め
切
霧
癖

ρ
8
σ
q
欝
荘
．
（
布
延
巴
図
心
無
手
吉
）
ら
は
西
北
に
進
ん
で
ド
ゥ
ル
ベ

ソ
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
本
拠
に
侵
入
し
た
。
カ
ザ
ー
フ
族
遠
征
か
ら
の

凱
旋
途
上
に
あ
っ
た
フ
ト
ゥ
ク
タ
イ
・
セ
チ
ェ
ソ
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
は

こ
の
報
を
え
る
と
、
、
急
に
輔
重
を
パ
ル
ス
・
コ
ル
し
d
錠
ω
一
（
巳
す
な

わ
ち
バ
ル
ク
ル
切
ρ
鱒
巳
（
巴
里
坤
）
に
留
め
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
征
伐
に

加
わ
っ
た
。
ブ
ヤ
ン
は
、
ハ
ル
ガ
イ
ρ
舞
σ
q
び
巴
（
恰
爾
核
）
す
な
わ

ち
杭
愛
山
陽
で
、
元
代
の
オ
イ
ラ
ヅ
ト
王
家
直
系
の
エ
セ
ル
ベ
イ
・

キ
ヤ
国
ω
Φ
睡
臥
図
嘗
山
（
二
色
勒
貝
侍
衛
）
の
ひ
き
い
る
八
千
ホ
イ

ッ
ト
万
戸
窯
ρ
冒
き
巨
護
σ
Q
霧
ρ
。
淳
窪
白
①
又
巳
）
を
こ
と
ご
と
く

降
し
た
。
　
一
方
、
フ
ト
ゥ
ク
タ
イ
は
ジ
ャ
ラ
マ
ン
・
ハ
ソ
｝
巴
ρ
ヨ
曽
？

ρ
㊤
コ
（
済
拉
巻
筆
）
山
陰
の
地
で
バ
ー
ト
ゥ
ッ
ト
切
ρ
σ
q
げ
暮
暮
℃
切
簿
暮

（
巴
図
特
）
を
降
し
た
。
ま
た
、
フ
ト
ゥ
ク
タ
イ
の
子
オ
ル
ジ
ェ
イ
・

イ
ル
ド
ゥ
チ
○
ご
£
実
像
¢
鰹
（
都
勒
哲
伊
学
都
斉
）
は
、
三
カ
月
の

間
、
敵
を
追
撃
し
、
タ
ン
ヌ
・
ウ
リ
ャ
ン
ハ
イ
（
唐
努
烏
梁
海
）
の

ト
ゥ
バ
ハ
ソ
・
ハ
ン
日
q
び
斜
ρ
き
ρ
ρ
口
（
図
爺
様
汗
）
山
陽
で
チ
ョ
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阜

　
　
く

ロ
ス
O
o
H
o
。
・
（
紳
羅
斯
）
の
デ
ル
ベ
ッ
ト
（
杜
爾
伯
特
）
・
オ
ト
ッ

③ク
を
破
っ
た
。
帰
途
フ
ト
ゥ
ク
タ
イ
は
ブ
ル
ン
ギ
ル
（
為
事
告
爾
）

か
ら
ブ
ヤ
ソ
に
使
者
を
送
っ
て
、
ホ
イ
ッ
ト
万
戸
の
解
体
を
勧
め
た

が
、
ブ
ヤ
ン
は
同
意
せ
ず
、
叛
い
た
捕
囚
の
エ
セ
ル
ベ
イ
・
キ
ヤ
に

殺
さ
れ
た
と
い
う
。
フ
ト
ゥ
ク
タ
イ
が
凱
旋
し
た
の
は
一
五
七
四
年

の
こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
④

　
和
田
博
土
の
研
究
に
岡
田
氏
の
「
考
釈
」
を
加
え
て
ア
ル
タ
ン
汗

時
代
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
征
伐
の
経
過
を
述
べ
る
と
お
お
よ
そ
以
上
の
と

お
り
で
、
ア
ル
タ
イ
山
脈
の
東
西
の
地
方
に
拠
っ
て
い
た
一
六
世
紀

末
期
の
い
わ
ゆ
る
四
月
イ
ラ
ッ
ト
ー
ポ
イ
ッ
ト
・
バ
…
ト
ゥ
ッ
ト
、

ト
ル
ダ
ー
ト
、
チ
ョ
ロ
ス
i
諸
部
族
の
分
布
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
ホ
イ
ッ
ト
は
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
元
代
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
王
家

の
痩
系
の
部
落
、
チ
ョ
ロ
ス
は
エ
セ
ン
の
子
孫
の
部
落
と
し
て
知
ら

れ
、
い
ず
れ
も
本
来
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
（
斡
亦
刺
楊
）
族
で
あ
る
。
こ
れ

に
反
し
て
、
ト
ル
ダ
ー
ト
は
元
代
の
ケ
レ
イ
ト
濁
①
お
暮
（
慣
例
亦
暢
）

　
　
　
　
　
⑥

の
末
畜
で
あ
る
。
バ
ー
ト
ゥ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
何
も
判
ら
な
い
が
、

そ
の
住
地
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
本
来
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
で
は
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
の
で
は
な
い
か
。
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
ツ
ォ
フ
に
従
え
ば
、
チ
ン
ギ
ス

汗
時
代
以
来
の
四
（
万
）
オ
イ
ラ
ッ
ト
U
α
H
げ
Φ
口
窪
臼
窪
○
貯
暮

の
族
称
は
残
っ
て
い
て
も
、
明
末
清
初
の
こ
ろ
に
は
、
そ
れ
は
そ
の

時
々
で
変
化
す
る
四
部
族
の
同
盟
と
考
え
ら
れ
る
ま
で
に
変
質
し
て

い
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
と
い
い
な
が
ら
、

実
際
に
は
そ
れ
以
上
に
多
く
の
部
族
を
数
え
て
い
る
事
例
か
ら
も
証

　
　
　
⑦

明
で
き
る
。
ア
ル
タ
ン
汗
の
征
伐
の
こ
ろ
か
ら
、
本
来
は
東
モ
ン
ゴ

ル
族
に
属
す
る
は
ず
の
ホ
シ
ュ
ー
ト
ρ
o
似
募
（
和
碩
特
）
部
が
い
わ

ゆ
る
オ
イ
ラ
ッ
ト
同
盟
に
加
わ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
の
ち
に
み
る
と

お
り
で
あ
る
。

　
最
後
に
和
田
、
岡
田
両
氏
が
未
解
決
の
ま
ま
に
残
し
て
い
る
バ
ー

ト
ゥ
ッ
ト
の
住
地
の
ジ
ャ
ラ
マ
ソ
・
ハ
ン
冒
幣
日
向
－
ρ
磐
（
満
文

で
は
渥
砂
旨
ρ
－
げ
窪
済
拉
璃
寧
は
そ
の
音
訳
）
　
に
つ
い
て
一
言
し
て
お

こ
う
。
こ
の
山
の
名
が
晴
唐
蒔
代
に
恰
密
の
北
山
、
す
な
わ
ち
現
在

の
カ
ル
リ
ッ
ク
・
タ
…
グ
ρ
霞
臨
ρ
＄
σ
q
げ
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

時
墨
型
・
析
羅
漫
・
折
羅
漫
・
初
子
漫
な
ど
の
そ
れ
に
酷
似
し
て
い

る
こ
と
は
何
人
に
も
異
論
が
な
か
ろ
う
。
　
『
大
明
一
統
志
』
巻
八
十

九
、
恰
密
山
川
の
条
に

　
天
山
。
在
恰
密
城
北
。
一
名
雪
山
。
番
名
折
羅
漫
山
。

と
み
え
て
い
る
の
も
、
両
者
を
同
一
と
み
な
し
た
結
果
に
ち
が
い
な

い
。
番
名
折
羅
漫
山
と
い
う
の
は
、
あ
る
い
は
当
時
の
中
国
人
が
モ
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再び亀戸特について（羽田）

ソ
ゴ
ル
語
の
呼
称
を
知
っ
て
い
た
証
拠
と
も
受
取
れ
る
。
た
だ
、
彼

ら
の
伝
統
的
な
修
史
法
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
実
際
に
は
折
は
古
書
に

み
え
る
析
・
折
な
ど
の
誤
字
も
し
く
は
類
音
異
字
に
す
ぎ
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
の
こ
ろ
、
現
地
の
ト
ル
コ
系
住
民
が
す
で
に
カ
ル
リ
ッ
ク

・
タ
ー
グ
と
呼
び
慣
わ
し
て
い
た
こ
と
は
雪
山
の
名
称
か
ら
推
定
で

き
る
。
ト
ル
コ
語
で
カ
ル
は
雪
、
タ
；
グ
は
山
を
意
味
し
、
カ
ル
リ

ッ
ク
・
タ
ー
グ
と
は
正
に
「
（
年
中
）
雪
の
あ
る
山
」
す
な
わ
ち
雪

山
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
字
音
の
類
似
以
外
に
も
、
ジ
ャ
ラ
マ
ン
・
ハ
ソ
を
カ
ル
リ
ッ
ク
・

タ
ー
グ
に
比
定
す
る
に
足
る
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
時
言
漫
山
の
名
は
、
内
乱
に
敗
れ
た
西
突
厭
の
愚
母
可
汗
が
一
時

そ
の
部
属
を
ひ
き
い
て
高
昌
に
逃
れ
、
さ
ら
に
そ
の
東
方
の
こ
の
山

の
付
近
に
拠
っ
た
事
件
に
関
連
し
て
『
群
書
』
に
み
え
る
の
が
最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
和
田
博
士
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
誌
代
か
ら
明

の
中
葉
ま
で
、
よ
り
詳
し
く
い
え
ば
モ
ン
ゴ
ル
族
の
西
方
発
展
ま
で
、

「
恰
密
の
北
山
、
今
の
カ
ル
リ
ヅ
ク
・
タ
…
グ
、
ト
ゥ
ル
・
ク
ル

日
二
三
巳
の
方
面
」
に
は
引
続
い
て
メ
ク
リ
（
ソ
）
冨
Φ
げ
ユ
（
ε
、
ベ

ク
リ
ソ
ゆ
Φ
ご
言
（
セ
与
力
）
な
ど
と
よ
ば
れ
る
ト
ル
コ
系
？
の
一

部
族
が
拠
っ
て
い
た
。
ダ
ヤ
ソ
汗
の
出
現
に
先
立
つ
東
モ
ン
ゴ
ル
族
、

の
内
乱
時
代
に
オ
ル
ド
ス
に
拠
っ
た
蓮
北
の
大
熊
糺
加
思
出
切
簿
甲

子
冨
言
（
㎝
．
源
流
』
巻
五
の
伯
格
呼
遜
は
満
文
じ
d
㊦
σ
q
o
お
ω
暮
の
音
訳
）
や
そ

の
焼
点
の
亦
思
導
因
霞
目
巴
一
（
同
伊
野
満
）
な
ど
は
『
源
流
』
に

は
オ
イ
ラ
ッ
ト
（
衛
拉
特
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
メ
ク
リ
ン
出

身
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
著
し
い
事
実
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
和
田
博
士
は
「
思
う
に
天
山
の
東
北
端
、
所
謂
恰
密
の
北
山
の

地
方
は
、
北
方
の
遊
牧
民
族
と
南
方
の
城
郭
国
（
オ
ア
シ
ス
国
家
群
）

と
の
界
線
上
に
当
っ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
東
方
の
蒙
古

及
び
支
那
の
勢
力
の
容
易
に
及
び
得
る
最
西
端
で
、
あ
る
意
味
に
於

て
は
、
ま
た
策
西
勢
力
の
界
線
に
も
当
っ
て
居
っ
た
。
そ
の
十
字
界

上
の
無
所
属
地
帯
は
偶
々
険
峻
な
地
形
と
婦
道
っ
て
、
古
来
特
殊
の

勢
力
の
独
立
を
許
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
〕
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。
バ

ー
ト
ゥ
ッ
ト
の
正
体
は
不
明
だ
が
、
す
で
に
い
っ
た
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
の
系
統
の
部
族
を
含
ん
で
い
た
い
わ
ゆ
る
四
ナ
イ
ラ
ッ
ト
の
一

部
が
こ
こ
に
拠
っ
て
い
た
の
は
極
め
て
あ
り
得
る
こ
と
で
は
あ
る
ま

い
か
。

　
右
の
推
定
を
支
持
す
る
の
は
帳
　
『
源
流
』
巻
六
に
み
え
る
一
五
七

三
－
七
四
の
征
伐
の
記
事
そ
の
も
の
で
あ
る
。
先
き
に
も
引
用
し
た

よ
う
に
、
チ
ュ
ー
・
タ
ラ
ス
両
河
方
面
の
カ
ザ
ー
フ
族
に
対
す
る
報

41 （549）



復
戦
に
勝
っ
て
凱
旋
途
上
に
あ
っ
た
フ
ト
ゥ
ク
タ
イ
・
セ
チ
ェ
ン
・

ホ
ソ
タ
イ
ジ
は
蠣
重
を
バ
ル
ク
ル
に
留
め
て
、
ブ
ヤ
ソ
ら
の
オ
イ
ラ

ッ
ト
征
伐
に
加
わ
り
、
ジ
ャ
ラ
マ
ン
・
ハ
ン
山
陰
で
バ
レ
ト
ゥ
ッ
ト

を
降
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ラ
マ
ン
・
ハ
ン
は
バ
ル
ク
ル

東
方
の
カ
ル
リ
ッ
ク
・
タ
ー
グ
と
考
え
て
ま
ず
聞
違
い
あ
る
ま
い
。

①
　
棉
田
清
「
明
代
の
蒙
古
と
満
州
」
（
『
東
亜
史
論
薮
』
一
九
四
二
、
三
三
一
頁
等
）
。

②
若
松
寛
「
ナ
イ
ラ
ー
ト
族
の
発
展
」
七
五
1
七
六
頁
。

③
シ
ュ
ミ
ッ
ト
訳
本
H
・
い
。
。
。
7
ヨ
聾
－
O
§
ミ
q
ミ
馬
乱
ミ
O
砺
㍗
§
還
。
馬
§
魑
ω
け

　
勺
。
叶
霞
ω
び
母
σ
q
㍉
○
。
b
。
Φ
（
二
　
七
買
）
、
江
実
訳
本
、
一
九
四
〇
（
一
三
七
頁
）
は
、

　
い
ず
れ
も
漢
訳
本
と
同
様
に
「
チ
ョ
ロ
ス
の
四
オ
ト
ッ
ク
」
と
訳
し
て
い
る
　
た

　
だ
、
伍
α
『
げ
。
昌
。
け
o
ρ
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
と
岡
じ
チ
ョ
ロ
ス
姓
で
そ
の
陶
族
と
い

　
わ
れ
る
デ
ル
ベ
ッ
ト
U
O
『
げ
簿
0
8
ρ
を
指
し
た
も
の
と
解
し
た
方
が
判
り
易
い

　
の
で
、
岡
田
氏
の
「
考
釈
」
一
〇
頁
に
従
っ
た
。

④
和
田
清
前
掲
「
明
代
の
蒙
古
と
満
州
」
の
ほ
か
、
「
俺
答
汗
の
覇
業
」
、
「
明
末

　
清
初
に
於
け
る
蒙
古
族
の
西
征
」
（
『
束
亜
史
研
究
』
蒙
古
篇
。
一
九
五
九
、
七
七

　
ニ
ー
七
八
九
頁
、
八
七
九
－
八
八
八
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

⑤
勺
■
勺
①
H
ぎ
叶
層
さ
“
聲
署
．
。
。
O
－
。
。
。
。
■

⑥
ウ
ラ
ヂ
ー
ミ
ル
ツ
ォ
フ
・
外
部
省
調
査
部
訳
『
蒙
古
社
会
制
度
史
』
一
九
三
六

　
二
七
轟
パ
ー
七
｝
貝
。

⑦
一
六
二
三
年
、
カ
ル
ム
ッ
ク
の
住
地
に
亡
し
た
ロ
シ
ア
の
使
簾
く
p
ω
…
＜
。
7

　
犀
。
〈
の
報
出
口
に
は
、
ホ
シ
ュ
ー
ト
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
、
ト
ル
ダ
ー
ト
、
バ
ー
ト
ゥ
ッ
ト
、

　
ホ
イ
ッ
ト
な
ど
の
部
族
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
『
源
流
』
や
清
代
諸
史
料
に
み

　
え
る
四
部
と
違
う
。
写
算
厳
胃
↓
“
田
や
E
昌
麟
↓
k
恕
委
に
も
四
オ
イ
ー
ト
の
「
六

　
姓
」
が
み
え
る
。
若
松
寛
「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
」
註
一
七
、
二
八
－
二
九
頁
参
照
。

⑧
図
・
9
ρ
く
ρ
弓
雷
著
・
薦
承
釣
訳
『
西
台
厭
史
料
』
上
海
、
一
九
三
四
、
一
八

　
頁
。

⑨
和
田
清
「
セ
克
力
考
」
（
『
東
亜
史
研
究
』
蒙
古
篇
、
八
五
五
i
八
穴
五
頁
）
、

　
同
「
兀
良
喰
三
国
に
関
す
る
研
究
」
（
前
掲
書
、
三
八
八
一
三
九
九
頁
）

二

　
一
六
世
紀
の
後
半
、
菓
モ
ン
ゴ
ル
族
が
し
き
り
に
西
モ
ン
ゴ
ル
族

オ
イ
ラ
ッ
ト
を
伐
ち
、
そ
の
結
果
と
し
て
右
翼
の
ハ
ル
ハ
（
喀
爾
喀
）

朝
起
の
勢
力
が
西
北
に
伸
び
て
く
る
と
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
は
必
然
に
そ

の
圧
迫
を
受
け
た
。
岡
田
氏
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
タ
ン
汗
の
征
伐
後

ま
だ
間
も
な
い
こ
ろ
か
ら
、
ハ
ル
ハ
の
ア
バ
ダ
イ
・
ハ
ン
諺
び
ρ
α
鉱

ρ
憲
は
さ
か
ん
に
オ
イ
ラ
ッ
ト
を
伐
ち
、
一
五
八
○
年
代
に
は
ジ

ャ
ブ
ガ
ン
川
の
南
、
ア
ル
タ
イ
北
方
の
コ
ブ
コ
ル
・
ケ
リ
エ
氏
α
ワ

犀
禽
図
①
H
ぐ
み
で
大
い
に
エ
ル
ー
ト
○
δ
酵
く
○
σ
q
①
一
二
（
厄
魯
特
）

を
破
り
、
　
ハ
ナ
イ
・
ノ
ヤ
ン
・
ホ
ン
ゴ
ル
ρ
帥
昌
鉱
鵠
。
曳
片
口
ρ
o
口
σ
Q
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

σq

ｰ
。
目
（
恰
尼
諾
顔
洪
果
爾
）
を
殺
し
、
そ
の
子
シ
ュ
ブ
ダ
イ
ω
旨
α
巴

を
オ
イ
ラ
ッ
ト
汗
に
し
た
が
、
ア
バ
ダ
イ
・
ハ
ン
が
死
ぬ
と
、
シ
ュ

ブ
ダ
イ
は
た
ち
ま
ち
オ
イ
ラ
ッ
ト
に
殺
さ
れ
た
。
こ
ろ
は
一
五
九
〇

年
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
バ
ダ
イ
・
ハ
ン
は
『
蒙
古
遊
牧
記
』
巻

七
、
外
蒙
古
二
野
喀
汗
阿
林
盟
遊
牧
所
在
・
土
話
劇
汗
部
の
条
に
み
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え
る
ハ
ル
ハ
四
部
の
祖
格
耐
忍
札
の
孫
の
阿
避
妊
汗
に
ち
が
い
な
い

が
、
シ
ュ
ブ
ダ
イ
に
つ
い
て
は
何
の
記
載
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
清
朝
側
の
史
料
で
は
ハ
ナ
イ
・
ノ
ヤ
ン
・
ホ
ソ
ゴ
ル

は
チ
ン
ギ
ス
汗
の
末
弟
ハ
ブ
ト
・
ハ
サ
ル
（
喰
布
素
甘
薩
爾
）
．
の
十

八
世
の
孫
に
当
る
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
長
で
、
そ
の
祖
父
ボ
ベ
イ
・
ミ

ル
ザ
b
d
o
，
げ
Φ
一
鼠
マ
N
㊤
（
博
貝
密
爾
咄
）
が
は
じ
め
て
オ
イ
ラ
ッ
ト
・

ハ
ン
（
節
黒
特
認
）
と
称
し
、
ハ
ナ
イ
が
こ
れ
を
継
い
だ
と
伝
え
ら

　
　
　
②

れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
史
料
に
拠
っ
て
ア
バ
ダ
イ
・
ハ
ソ
の
オ
イ
ラ

ッ
ト
征
伐
の
始
末
を
説
い
た
岡
田
氏
は
、
右
の
濤
朝
凪
の
所
伝
と
考

え
合
せ
た
結
果
と
し
て
、
こ
れ
を
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
存
在
が
確
認
で

き
る
最
初
の
事
件
と
し
、
ボ
ベ
イ
ー
ミ
ル
ザ
が
は
じ
め
て
オ
イ
ラ
ッ

ト
汗
と
称
し
た
年
代
を
逆
算
す
る
と
、
　
「
丁
度
嘉
請
三
十
一
年
（
一

五
五
二
）
の
ア
ル
タ
ソ
・
ハ
ン
の
ホ
イ
ッ
ト
征
服
の
こ
ろ
で
あ
る
。

恐
ら
く
ホ
イ
ッ
ト
の
衰
微
に
乗
じ
て
ホ
シ
ュ
！
ト
が
興
り
、
オ
イ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ッ
ト
の
指
導
権
を
握
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
想
像
し
て
い
る
。
東
モ

ン
ゴ
ル
族
の
コ
ル
テ
ン
国
げ
○
ほ
貯
（
科
爾
沁
）
部
な
ど
と
同
系
統
の

ホ
シ
ュ
ー
ト
部
が
ア
ル
タ
ン
汗
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
征
伐
の
さ
い
に
ど
の

よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
か
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
が
、
現
存
の
史

料
か
ら
す
る
限
り
、
無
理
の
な
い
推
定
で
あ
ろ
う
。

デ

　
．
ア
バ
ダ
イ
汗
に
代
っ
て
オ
イ
ラ
ッ
ト
征
伐
を
続
行
し
た
の
は
ジ
ヤ

サ
ク
ト
ゥ
冒
ω
餌
ρ
言
（
札
面
面
図
）
古
家
の
祖
ラ
イ
コ
ル
ピ
ρ
賓
ゆ
。
吐

（
餐
瑚
爾
）
汗
で
、
一
六
〇
六
年
に
は
、
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
に
近
い
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

ミ
ル
亜
目
鵠
河
口
の
シ
ャ
ラ
・
ホ
ル
ス
ン
ω
霧
ρ
ρ
o
冨
自
ヨ
．
で
四

オ
イ
ラ
ッ
ト
と
講
和
し
、
そ
の
結
果
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
諸
部
は
ラ
イ
コ

ル
汗
の
宗
主
権
を
承
認
し
、
部
分
的
に
せ
よ
狂
信
の
義
務
を
負
う
こ

　
　
　
　
④

と
に
な
っ
た
。
こ
の
ラ
イ
コ
ル
汗
の
従
弟
で
極
辺
の
ウ
プ
サ
ノ
…
ル

d
甥
露
o
H
湖
付
近
に
幕
営
を
構
え
、
　
和
託
輝
特
の
部
長
と
し
て
烏

鳥
海
d
菖
団
露
σ
q
ρ
巴
人
か
ら
も
貢
賦
を
収
め
て
い
た
シ
ョ
ロ
イ
・
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
く

バ
シ
・
ホ
ソ
タ
イ
ジ
ω
○
巨
d
び
線
一
ρ
o
昌
σ
Q
寅
蛛
（
碩
塁
漫
事
什

渾
台
吉
）
と
い
う
人
物
が
あ
っ
た
。
　
『
ウ
バ
シ
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
伝
』

の
主
人
公
で
、
初
代
の
い
わ
ゆ
る
ア
ル
テ
ィ
ン
汗
と
軍
戸
ρ
窪
、

ロ
シ
ア
人
の
い
う
と
身
置
誘
舘
”
で
あ
る
。
和
平
輝
特
は
恐
ら
く
モ

ン
ゴ
ル
語
で
「
後
方
の
」
　
「
北
方
の
」
な
ど
を
意
味
す
る
ρ
9
9

を
ホ
イ
ッ
ト
に
冠
し
た
形
で
、
タ
ン
ヌ
・
ト
ゥ
バ
地
方
に
追
い
つ
め

ら
れ
た
ホ
イ
ッ
ト
族
の
一
部
が
森
林
の
民
で
あ
る
ウ
リ
ャ
ン
ハ
イ
人

な
ど
と
と
も
に
ア
ル
テ
ィ
ソ
汗
の
所
部
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

⑤
。

栖
つ　

ウ
バ
シ
・
ホ
ソ
タ
イ
ジ
が
シ
ャ
ラ
・
ホ
ル
ス
ン
の
和
約
を
破
っ
て
、
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オ
イ
ラ
ッ
ト
攻
撃
を
再
開
し
た
の
は
一
六
一
七
年
の
こ
と
だ
っ
た
ら

し
い
。
そ
の
こ
ろ
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
長
カ
ラ
ク
ラ
の
ρ
謎
ρ
巳
騨
（
ハ

ラ
ク
ラ
国
び
銭
ρ
評
げ
巳
ρ
）
は
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
川
上
流
右
岸
の
地
に
住

牧
し
て
い
た
。
カ
ル
ム
ッ
ク
の
伝
承
に
も
と
づ
い
た
パ
ル
ラ
ス
の

書
に
依
れ
ば
、
狩
猟
の
さ
い
に
殺
し
た
「
大
山
猫
」
　
（
ト
ル
コ
語
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

β
奏
，
ρ
三
9
ρ
）
に
因
ん
で
「
カ
ラ
ク
ラ
（
恰
鋼
七
三
）
志
仇
名
さ
れ
た

フ
ト
ゥ
ガ
イ
ト
ゥ
ρ
β
窪
σ
q
げ
巴
葺
（
呼
達
該
図
）
　
は
カ
ル
ム
ッ
ク

族
を
東
モ
ン
ゴ
ル
族
の
ハ
ン
に
対
す
る
服
従
・
貢
納
の
義
務
か
ら
解

放
し
た
首
長
た
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
ロ
シ
ア
側
の
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
こ
れ
を
裏
書
き
し
て
い
る
。
事
実
、
カ
ラ
ク
ラ
は
、
一
六
二
〇
年

に
は
、
四
千
の
兵
を
ひ
き
い
て
ウ
プ
サ
・
ノ
…
ル
湖
畔
の
ウ
バ
シ
・

ホ
ン
タ
イ
ジ
の
本
営
を
攻
め
て
勝
利
を
え
た
。
し
か
し
、
ウ
バ
シ
ゼ

ホ
ン
タ
イ
ジ
軍
の
追
撃
に
会
っ
て
惨
敗
し
、
辛
く
も
ロ
シ
ア
領
に
属

す
る
オ
ビ
川
支
流
の
チ
ュ
ム
シ
ュ
淵
当
羨
旨
川
の
河
口
に
逃
れ
た
。

一
六
一
六
年
以
来
、
父
か
ら
別
れ
て
イ
ル
テ
ィ
シ
ユ
川
流
域
の
ロ
シ

ア
国
境
に
近
い
ヤ
ミ
シ
ュ
　
鴫
斜
B
貢
げ
塩
湖
周
辺
に
住
起
し
て
い
た

そ
．
の
長
子
の
パ
ー
ト
ゥ
ル
・
タ
イ
ジ
切
簿
旨
3
善
（
愚
図
爾
台
書
）

一
一
六
一
六
年
の
ロ
シ
ア
の
使
節
が
カ
ル
ム
ッ
ク
最
大
の
タ
イ
シ

ャ
汁
巴
ω
げ
蟄
と
い
う
ボ
ガ
テ
ィ
リ
切
。
門
鴛
匡
℃
ぴ
　
が
直
接
こ
の
戦

に
参
加
し
た
証
拠
は
な
い
。
た
だ
、
一
六
二
〇
年
に
、
バ
ー
ト
ゥ
ル

が
ロ
シ
ア
の
許
可
を
え
て
シ
ベ
リ
ア
に
移
り
、
東
北
の
イ
シ
ム
川
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

流
域
地
方
に
拠
っ
た
事
実
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
川
の
流
域
一
帯
は
、
こ
う
し
て
、
ア
ル
テ
ィ
ソ
汗

ウ
バ
シ
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
有
に
帰
し
た
。
し
か
し
、
　
『
ウ
バ
シ
・
ホ

ソ
タ
イ
ジ
伝
』
に
よ
れ
ば
、
ホ
イ
ッ
ト
、
ユ
ユ
ン
ガ
ル
、
ト
ル
ダ
ー

ト
、
ホ
シ
ュ
ー
ト
な
ど
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
諸
部
族
は
連
合
し
て
失
地
回

復
を
計
り
、
一
五
二
三
年
、
ウ
リ
ャ
ハ
イ
人
一
万
五
千
を
含
め
、
八

万
と
号
す
る
大
軍
を
ひ
き
い
て
西
征
し
た
ウ
バ
シ
・
ホ
ソ
タ
イ
ジ
と

さ
き
の
シ
ャ
ラ
・
ホ
ル
ス
ン
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
地
点
で
激
し
く
戦

っ
た
。
そ
う
し
て
、
パ
ル
ラ
ス
は
「
カ
ラ
ク
ラ
は
再
度
モ
ン
ゴ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

潰
走
さ
せ
ら
れ
た
」
と
い
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
岡
田
氏
の
考
証

に
従
え
ば
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
軍
が
勝
ち
、
ウ
パ
シ
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
戦

死
し
た
の
が
真
相
ら
し
い
。
　
『
ウ
バ
シ
・
ホ
イ
タ
イ
ジ
伝
』
に
は
、

ウ
リ
ャ
ン
ハ
イ
の
首
長
が
ウ
バ
シ
・
ホ
ソ
タ
イ
ジ
の
無
思
慮
に
愛
想

を
つ
か
し
、
戦
闘
開
始
に
先
立
っ
て
陣
営
を
離
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　
ア
ル
テ
ィ
ン
汗
と
の
戦
い
に
お
け
る
カ
ラ
ク
ラ
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
父

子
、
と
く
に
カ
ラ
ク
ラ
の
行
動
を
や
や
具
体
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
が
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で
き
る
の
は
ロ
シ
ア
史
料
の
お
蔭
で
、
そ
の
限
り
で
は
彼
の
果
し
た

役
割
は
指
導
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
た
だ
、
　
『
ウ
パ
シ
・
ホ

ソ
タ
イ
ジ
伝
』
に
よ
れ
ば
、
ウ
バ
シ
・
ホ
ソ
タ
イ
ジ
を
迎
え
撃
っ
た
オ

イ
ラ
ッ
ト
族
の
首
長
た
ち
の
う
ち
で
、
ホ
ト
ゴ
イ
ッ
ト
の
エ
セ
ル
ベ

イ
ソ
・
サ
イ
ン
・
キ
ャ
国
ω
鮎
σ
9
受
冒
ω
斜
面
欝
図
蔓
帥
の
ひ
き
い
る
四

千
人
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
ホ
ト
ゴ
イ
ッ
ト
ゥ
・
カ
ラ
ク
ラ
ρ
0
8
σ
q
げ
。
》
、
潔
煽

ρ
震
お
巳
ρ
の
六
千
人
、
ト
ル
ダ
ー
ト
の
サ
イ
ン
・
テ
メ
ネ
・
バ
ー

ト
ゥ
ル
ω
曙
三
富
ヨ
窪
Φ
切
暮
農
　
の
八
千
人
な
ど
に
く
ら
べ
る
と
、

ハ
ナ
イ
・
ノ
ヤ
ソ
・
ホ
ソ
ゴ
ル
の
第
二
子
で
、
そ
の
後
を
つ
い
だ
バ

イ
バ
ガ
ス
切
巴
げ
ρ
σ
q
げ
霧
（
馬
廻
噛
斯
）
汗
は
一
万
六
千
人
の
兵
を

擁
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
圧
倒
的
に
そ
の
兵
数
が
多
い
。
の
み
な
ら

ず
、
ゴ
ム
ボ
エ
フ
訳
本
に
は
、
パ
イ
パ
ガ
ス
が
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
政
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

教
両
面
を
統
べ
た
と
み
え
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
宗
教
と
は
、
こ
の

こ
ろ
か
ら
急
速
に
オ
イ
ラ
ッ
ト
族
の
間
に
広
ま
り
っ
つ
あ
っ
た
黄
帽

派
の
ラ
マ
教
で
あ
り
、
そ
の
興
隆
に
も
っ
と
も
功
が
あ
っ
た
と
し
て

名
高
い
高
僧
ザ
ヤ
・
パ
ソ
デ
ィ
タ
N
p
）
、
騨
娼
㊤
口
岳
欝
は
一
六
一
五
年

に
バ
イ
バ
ガ
ス
自
身
に
代
っ
て
出
家
し
た
そ
の
族
子
で
あ
っ
た
。
こ

の
間
の
事
情
を
よ
り
詳
し
く
伝
え
た
ホ
シ
ュ
…
ト
部
王
侯
の
パ
ー
ト

ゥ
ル
・
ウ
バ
シ
・
テ
ユ
メ
ソ
切
鋒
錘
d
び
ρ
警
門
β
ヨ
①
ロ
の
『
四
オ
イ

ラ
ッ
ト
の
物
語
』
な
ど
に
は
、
内
外
モ
ン
ゴ
リ
ア
で
名
声
の
高
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

た
活
仏
チ
ャ
ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ
ン
O
螢
σ
Q
げ
ρ
類
瓢
○
ヨ
煽
コ
ρ
9
β
が
パ
イ

バ
ガ
ス
汗
を
訪
れ
た
と
き
、
汗
は
こ
れ
に
帰
依
し
て
自
か
ら
出
家
す

る
意
志
を
蓑
明
し
た
が
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
王
侯
・
大
臣
ら
は
「
わ
れ

ら
は
あ
な
た
か
ら
離
れ
た
ら
、
わ
れ
ら
の
土
地
・
牧
地
を
維
持
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
い
っ
て
反
対
し
、
チ
ャ
ガ
ン
ノ
ム
ン
ハ
ン

の
勧
め
に
従
っ
て
、
警
部
の
首
長
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
一
子
を
ラ
マ
と

し
た
。
し
か
し
、
ラ
マ
と
す
べ
き
実
子
の
な
か
っ
た
バ
イ
バ
ガ
ス
は

遊
子
で
当
時
十
六
歳
の
ザ
ヤ
・
パ
ソ
デ
ィ
タ
を
出
家
さ
せ
た
こ
と
に

　
　
　
　
⑪

な
っ
て
い
る
。
政
治
的
・
宗
教
的
に
バ
イ
バ
ガ
ス
汗
擁
護
の
性
格
が

強
い
と
考
え
ら
れ
る
伝
承
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
り
と
て
ロ
シ
ア
側
の
史
料
に
バ
イ
バ
ガ
ス
汗
の

こ
と
が
み
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
カ
ラ
ク
ラ
の
勢
力
を
過
大
に
評

価
す
る
こ
と
も
適
当
で
は
あ
る
ま
い
。

．
ズ
ラ
ー
ト
キ
ソ
は
こ
の
矛
盾
を
解
く
た
め
に
、
バ
イ
バ
ガ
ス
汗
は

一
六
四
〇
年
に
没
し
た
。
こ
の
こ
ろ
ま
で
、
．
オ
イ
ラ
ッ
ト
族
は
二
人

　
　
　
　
　
く

の
「
集
会
」
O
巳
σ
Q
冨
昌
の
指
導
者
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。
一

人
は
本
来
「
集
会
の
長
山
錠
σ
q
訂
」
で
あ
る
べ
き
ホ
シ
ェ
…
ト
の
バ

イ
バ
ガ
ス
汗
、
も
う
一
人
は
ア
ル
テ
ィ
ン
汗
と
の
戦
を
指
導
し
た
ジ
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ユ
ン
ガ
ル
の
カ
ラ
ク
ラ
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
死
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
子

で
あ
る
オ
チ
ル
ト
ゥ
・
ツ
ェ
ツ
ェ
ン
・
ハ
ン
○
鰹
洋
農
↓
ω
o
富
窪
ρ
霞

　
（
鄙
野
爾
図
車
臣
汗
）
と
バ
ー
ト
ゥ
ル
・
ホ
ソ
タ
イ
ジ
と
が
彼
ら
の

、
地
位
を
つ
い
だ
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
オ
イ
ラ
ッ
ト
族
の
国
会
に
当
る

　
「
集
会
」
は
す
で
に
そ
の
機
能
を
失
な
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

カ
ラ
ク
ラ
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
父
子
、
特
に
バ
ー
ト
ゥ
ル
は
次
第
に
勢
力

を
強
化
し
、
事
実
上
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
三
国
の
最
高
権
力
者
と
な
り
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

つ
あ
っ
た
か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
果
し
て
そ
う
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
、
カ
ラ

ク
ラ
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
父
子
の
時
代
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
の
名
が
よ
う
や

く
有
名
に
な
っ
た
こ
と
だ
け
は
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ジ

ュ
ン
ガ
ル
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
圃
σ
q
言
α
q
げ
銭
「
左
の
手
」
を
意
味
し
、

も
と
も
と
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
「
左
翼
」
の
子
孫
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
①
岡
田
「
ウ
バ
シ
・
ホ
ソ
タ
イ
ジ
伝
考
釈
」
｝
○
一
＝
頁
。

　
②
『
皇
朝
藩
部
要
略
』
二
八

　
③
註
①
参
照
。

　
④
若
松
「
オ
イ
ラ
ー
ト
族
の
発
展
」
二
七
頁
。

　
⑤
　
ウ
ラ
ヂ
ー
ミ
ッ
ォ
フ
鼎
者
・
外
務
省
調
一
査
部
訳
一
『
蒙
古
社
ム
瓜
欄
度
｛
叉
』
　
一
九
三
六
、

　
　
三
一
七
頁
。

　
⑥
勺
，
勺
。
蕪
。
営
≧
。
醇
ミ
ミ
嶋
～
§
・
℃
．
鐸

　
⑦
若
松
「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
」

⑧
同
前
。
欽
定
外
藩
蒙
古
回
部
王
公
表
蛭
巻
之
六
十
三
、
伝
第
四
十
七
に
み
え
る

　
と
こ
ろ
は
左
の
如
し
。
和
托
輝
二
二
喀
爾
喀
極
辺
。
西
近
厄
魯
特
。
北
近
俄
羅
斯
。

　
俗
喜
闘
。
鳥
梁
海
復
錯
処
其
間
。
捕
卵
射
猟
。
依
木
而
居
。
納
賦
和
国
（
託
～
）
輝

　
特
。
有
事
則
籍
之
為
兵
。
門
馬
託
輝
特
三
下
孔
薩
克
図
汗
。
実
自
為
一
部
。

⑨
瞬
田
「
ウ
バ
シ
・
ホ
ソ
タ
イ
ジ
伝
二
二
」
｝
三
－
一
四
頁
。

⑩
「
鎧
8
国
「
9
n
q
。
ゆ
切
”
§
ミ
ξ
黛
為
§
ミ
宇
ζ
産
ミ
ミ
動
§
§
、
§
。
鴨
ミ
§
昏

　
9
暫
貸
ミ
套
ミ
（
↓
o
ス
自
＝
ロ
⑦
唱
Φ
切
。
知
y
↓
℃
k
貝
z
し
d
O
で
〉
ρ
心
．
く
r
9
9
一
〇
。
㎝
Q
。
悔

　
∩
添
星
。
O
劇

⑪
　
若
松
「
カ
ル
ム
ッ
ク
に
お
け
る
ラ
マ
教
受
容
の
歴
史
的
側
面
」
九
九
一
一
〇
〇

　
頁
。

⑫
＝
』
．
ω
き
哨
§
＝
噛
ミ
ミ
§
い
轟
言
ミ
竜
も
き
で
・
。
さ
§
ミ
魯
．
。
弓
」
卜
。
卜
。

三

　
ウ
バ
シ
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
侵
入
軍
を
粉
砕
し
、
旧
牧
地
に
復
帰
し

た
管
下
イ
ラ
ッ
ト
で
は
、
や
が
て
内
乱
が
起
っ
た
。
カ
ラ
ク
ラ
の
諸

子
の
一
人
が
死
ん
だ
あ
と
、
そ
の
遺
産
の
相
続
を
め
ぐ
っ
て
兄
弟
が

相
争
い
、
カ
ラ
ク
ラ
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
父
子
は
も
と
よ
り
、
複
雑
な
血

縁
関
係
・
利
害
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
そ
の
他
の
諸
部
族
も
そ
の
渦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

中
に
捲
き
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
＝
ハ
ニ
五
年
か
ら
二
九
年
ま
で
続

い
た
こ
の
内
乱
の
経
過
を
正
確
に
跡
づ
け
る
こ
と
は
難
か
し
い
が
、

そ
の
間
に
諸
部
族
の
勢
力
に
隆
替
が
あ
り
、
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
再
編

成
が
進
ん
だ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
か
つ
て
優
勢
だ
っ
た

46　（554）

辱



再び厄魯特について（羽田）

ホ
イ
ッ
ト
は
勢
力
を
失
な
い
、
バ
ー
ト
ウ
ッ
ト
、
バ
ル
グ
切
霞
σ
q
ピ

（
ブ
リ
ア
ッ
ト
切
霞
猷
仲
）
な
ど
は
部
族
集
団
と
し
て
の
存
在
を
失
な

　
　
②

つ
た
が
、
一
九
二
八
年
ま
で
バ
ー
ト
ゥ
ル
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た

ト
ル
ダ
ー
ト
部
長
の
ホ
・
オ
ル
リ
ュ
ッ
ク
×
0
6
鼠
巳
＾
（
和
那
爾
勒

克
）
が
多
数
の
部
族
民
を
ひ
き
い
て
西
方
へ
移
動
し
、
一
六
三
〇
年
ご

ろ
、
エ
テ
ィ
ル
国
腹
（
額
済
勒
）
川
、
す
な
わ
ち
ヴ
ォ
ル
ガ
川
の
流
域

に
辿
り
つ
き
、
こ
こ
に
住
議
し
た
の
も
、
こ
の
内
乱
の
結
果
ら
し
い
。

郡
韻
士
の
『
皇
朝
藩
部
要
略
』
巻
之
九
、
　
㎝
，
厄
魯
特
要
略
』
一
に
は
、

「
ト
ル
ダ
ー
ト
部
長
の
ホ
・
オ
ル
リ
ュ
ッ
ク
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
バ
ー
ト

ゥ
ル
と
仲
た
が
い
し
た
結
果
、
ロ
シ
ア
の
ヴ
ォ
ル
ガ
川
に
徒
牧
し
た
」

と
い
っ
て
い
る
。
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
再
編
成
の
過
程
で
、
ジ
ュ
ン
ガ

ル
部
、
と
く
に
バ
ー
ト
ゥ
ル
の
勢
力
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
想
像
さ

せ
る
。
前
後
五
年
に
お
よ
ん
だ
こ
の
混
乱
期
に
、
第
二
代
の
ア
ル
テ

ィ
ン
継
目
ソ
ブ
・
エ
ル
デ
ニ
○
日
び
口
気
H
畠
Φ
巳
（
甲
子
布
紺
韻
爾
徳
尼
）

が
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
に
対
し
て
復
仇
の
師
を
治
そ
う
と
せ
ず
、
一
六
二

九
年
、
か
え
っ
て
バ
ー
ト
ゥ
ル
と
稲
塗
し
た
の
は
、
清
朝
の
攻
撃
を

受
け
た
内
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
チ
ャ
ハ
ー
ル
（
漉
入
爾
）
部
の
息
女
が
外

モ
ン
ゴ
リ
ア
に
逃
れ
、
ハ
ル
ハ
諸
部
の
内
部
で
紛
争
が
お
き
た
た
め

　
　
　
③

で
あ
っ
た
。

　
一
六
三
四
年
に
カ
ラ
ク
ラ
が
死
ぬ
と
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
が
そ
の
あ
と

を
つ
い
で
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
長
と
な
っ
た
。
バ
ー
ト
ゥ
ル
は
襲
三
三
た

だ
ち
に
カ
ザ
ー
フ
族
の
心
地
に
出
兵
し
、
そ
の
汗
の
一
子
を
捕
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

成
功
を
収
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
ハ
ナ
イ
・
ノ
ヤ
ン
・
ホ
ン
ゴ
ル

の
五
子
、
い
わ
ゆ
る
「
五
虎
」
霞
σ
§
ぴ
霞
の
一
人
で
あ
る
ホ
シ
ュ

ー
ト
部
の
グ
シ
○
燭
際
（
顧
実
）
　
汗
が
移
っ
て
青
海
に
拠
っ
た
の
も

同
じ
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
矢
野
博
士
は
『
近
代
支
那
史
』
六
六

－
六
七
頁
で
、
十
七
世
紀
の
前
半
に
お
け
る
四
書
イ
ラ
ッ
ト
族
の
分

離
運
動
に
触
れ
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

　
「
ト
ル
ダ
ー
ト
部
は
ホ
・
オ
ル
リ
ュ
ク
に
ひ
き
い
ら
れ
て
ロ
シ
ア

の
ヴ
オ
ル
が
河
辺
に
移
り
、
ホ
シ
ュ
ー
ト
は
グ
シ
汗
に
ひ
き
い
ら
れ

て
大
部
分
由
肯
海
に
移
り
、
　
一
部
分
は
グ
シ
汗
の
兄
の
バ
イ
バ
ガ
ス
に

ひ
き
い
ら
れ
て
甘
粛
北
塞
外
西
套
地
方
に
占
拠
し
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
、

デ
ル
ベ
ッ
ト
の
二
部
の
み
が
ア
ル
タ
イ
・
天
山
間
の
旧
牧
地
に
留
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
ホ
シ
ュ
；
ト
、
ト
ル
ダ
ー
ト
の
う

ち
で
も
留
ま
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
部
分
で
、
そ
う
い

う
も
の
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
、
デ
ル
ベ
ッ
ト
入
部
の
間
に
付
算
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
ト
ル
ダ
ー
ト
の
移
っ
た
め
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
バ
ー
ト
ゥ

ル
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
強
を
た
の
ん
で
オ
イ
ラ
ッ
ト
諸
部
を
凌
毒
し
た
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た
め
で
、
こ
れ
を
避
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ホ
シ
ュ
…
ト
の
移

っ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
シ
ナ
の
記
録
に
は
ホ
シ

ュ
ー
ト
の
グ
シ
汗
が
も
っ
と
も
強
く
、
四
二
イ
ラ
ッ
ト
の
着
で
あ
っ

た
と
み
え
、
も
っ
と
も
強
い
も
の
が
旧
牧
地
を
棄
て
て
青
海
に
移
っ

た
と
い
う
こ
と
は
如
何
で
あ
ろ
う
。
青
海
に
移
っ
て
か
ら
強
く
な
り
、

青
海
が
シ
ナ
に
近
い
の
で
交
渉
を
生
じ
、
も
っ
と
も
強
く
、
四
オ
イ

ラ
ッ
ト
の
首
で
あ
る
と
称
し
、
そ
れ
が
信
じ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
ま
い
か
。
ロ
シ
ア
の
記
録
に
は
バ
ー
ト
ゥ
ル
の
弟
の
シ
ュ
ク
ル

あ
る
い
は
チ
ョ
ク
ル
・
ウ
バ
シ
（
楚
琉
鎌
首
器
什
）
、
　
ト
ル
ダ
ー
ト

の
ホ
ー
ウ
ル
リ
ェ
ク
、
　
ホ
シ
ュ
ー
ト
の
オ
チ
ル
ト
ゥ
○
驚
詳
口
（
郵

卒
爾
…
図
、
バ
牟
バ
ガ
ス
の
長
子
）
、
　
ア
ブ
ラ
イ
諺
げ
一
戸
（
阿
信
頼
諾

顔
、
パ
イ
バ
ガ
ス
の
次
子
）
、
　
ク
ン
ド
ゥ
ル
・
ウ
バ
シ
囚
¢
出
α
巳
Φ
ゆ

q
σ
ρ
警
（
暦
仁
上
勝
巴
什
、
グ
シ
汗
の
兄
）
、
デ
ル
ベ
ッ
ト
の
ダ
ラ
イ

U
巴
鉱
（
達
頼
）
な
ど
が
カ
ル
ム
ッ
ク
の
タ
イ
シ
ヤ
（
台
省
）
　
と
し

て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
　
バ
ー
ト
ゥ
ル
は
ひ
と
り
コ
ソ
タ
イ
シ
ャ

（
ホ
ン
タ
イ
ジ
）
と
し
て
、
諸
タ
イ
シ
ャ
中
最
大
の
権
力
者
で
あ
っ

た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
グ
シ
汗
は
シ
ナ
に
近
い
青
海
地
方
で
は
も

っ
と
も
強
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
ロ
シ
ア
に
近
い
ア
ル
タ
イ
・

天
山
間
で
は
バ
コ
ト
ゥ
ル
は
も
っ
と
も
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
。

　
バ
イ
バ
ガ
ス
の
爾
套
占
拠
が
『
親
征
平
定
朔
漠
方
略
』
巻
之
一
、

康
煕
十
六
年
六
月
丁
未
の
条
の
注
の
誤
伝
に
由
来
す
る
誤
解
で
あ
る

こ
と
は
、
か
っ
て
「
西
門
厄
魯
特
の
起
源
」
で
詳
し
く
論
証
し
た
と

お
り
で
、
バ
イ
バ
ガ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
、
ア
ブ
ラ
イ
の

丁
子
も
つ
い
に
ア
ル
タ
イ
・
天
山
の
間
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア

の
地
か
ら
離
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
グ
シ
汗
の
青
海
移
牧
に
つ
い
て
は
、
チ
ベ
ッ
ト
史
料
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
く
に
『
青
海
年
代
記
』
に
大
要
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
番
。
す
な

わ
ち
、
ハ
ル
ハ
の
内
乱
の
さ
い
に
、
紅
教
の
熱
心
な
信
者
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

チ
ョ
ク
ト
ゥ
・
タ
イ
ジ
O
O
ρ
け
〒
夢
二
一
（
緯
克
図
台
告
）
は
国
か
ら

追
わ
れ
て
、
一
六
三
四
年
置
当
時
ま
だ
清
朝
の
勢
力
の
お
よ
ん
で
い

な
か
っ
た
青
海
に
は
い
り
、
ア
ル
タ
ン
汗
以
来
黄
教
の
信
者
で
あ
っ

た
こ
の
地
方
の
モ
ン
ゴ
ル
族
を
討
ち
、
チ
ベ
ッ
ト
に
侵
入
し
た
。
そ

こ
で
、
第
五
世
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
、
こ
の
黄
教
の
危
機
を
救
う
た
め

に
、
四
八
イ
ラ
ッ
ト
に
救
援
の
使
を
送
っ
た
か
ら
、
グ
シ
汗
は
一
六

三
五
年
、
和
解
を
計
る
た
め
に
巡
礼
者
を
装
っ
て
入
蔵
し
た
が
、
翌

三
六
年
に
は
バ
ー
ト
ゥ
ル
・
タ
イ
ジ
を
伴
な
っ
て
、
イ
リ
、
タ
リ
ム

川
を
過
ぎ
、
秋
冬
の
候
に
ツ
ァ
イ
ダ
ム
の
湿
地
を
横
切
り
、
翌
一
六

三
七
年
の
正
月
、
ウ
ラ
ン
・
コ
シ
ュ
ー
の
地
で
一
万
の
兵
力
で
、
チ
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再び厄魯特について（羽田）

ヨ
ク
ト
ゥ
・
タ
イ
ジ
の
三
万
の
大
軍
・
を
破
｝
つ
た
。
そ
の
結
果
、
翌
一

六
三
八
年
か
ら
三
九
年
に
か
け
て
、
グ
シ
汗
所
属
の
ホ
シ
ュ
ー
ト
部

族
民
が
青
海
に
移
住
し
た
。
グ
弘
汗
は
バ
ー
ト
ゥ
ル
に
ホ
ン
タ
イ
ジ

の
称
号
と
多
く
の
贈
物
、
お
よ
び
そ
の
一
女
を
妃
と
し
て
与
え
て
帰

国
さ
せ
た
が
、
そ
の
の
ち
も
黄
教
の
護
豪
者
を
自
任
し
た
彼
自
身
は

さ
ら
に
征
服
を
進
め
、
チ
ベ
ヅ
ト
全
土
を
平
定
し
て
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

に
献
じ
、
＝
ハ
四
二
年
、
六
十
一
歳
の
と
き
、
チ
ベ
ヅ
ト
王
に
封
じ
ら

れ
、
＝
ハ
五
四
年
に
死
ん
だ
．
．
バ
ー
ト
ゥ
ル
が
グ
シ
汗
の
青
海
遠
征

に
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
の
ち
に
康
煕
十
七
年
（
一
六
七
八
）
に
、
青
海
征

伐
を
企
て
な
が
ら
途
中
で
引
き
返
し
た
ガ
ル
ダ
ン
（
璃
爾
丹
）
が
靖
逆

将
軍
礼
拝
に
書
を
送
っ
て
、
　
『
そ
の
祖
の
多
克
辛
諾
顔
が
グ
シ
汗
と

と
も
に
青
海
を
取
っ
た
の
に
、
ホ
シ
ュ
ー
ト
族
だ
け
が
こ
こ
に
拠
っ

て
い
る
の
は
不
都
合
だ
か
ら
、
往
っ
て
分
け
前
を
求
め
よ
う
と
考
え

た
が
、
貴
将
軍
の
管
轄
地
だ
か
ら
、
断
念
し
た
』
と
誰
称
し
た
と

い
う
『
要
略
』
巻
之
九
の
記
事
か
ら
こ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
多
克
辛
馬
顔
U
o
犀
ω
貯
出
。
図
ρ
郎
は
カ
ラ
ク
ラ
の
称
号
で
あ
る
が
、

｝
六
三
四
年
忌
没
し
た
カ
ラ
ク
ラ
が
一
六
三
六
年
、
グ
シ
汗
の
青
海

遠
征
に
加
わ
っ
た
可
能
性
は
な
い
。
　
バ
ー
ト
ゥ
ル
に
は
和
多
稲
沁

囚
げ
◎
α
o
犀
プ
。
鰹
づ
（
恐
ろ
し
い
顔
つ
き
の
人
）
と
い
う
異
名
が
あ
っ
た

　
　
　
　
⑥

と
い
わ
れ
る
。
恐
ら
く
ド
ク
シ
ソ
と
ホ
ド
ホ
チ
ソ
と
を
混
同
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
『
青
海
年
代
記
』
に
よ
れ
ば
、
グ
シ
汗
は
一
五
八
二
年
の

生
ま
れ
で
、
十
三
歳
の
と
き
（
一
五
九
四
年
）
、
　
鼠
σ
q
？
亀
（
霧
麟
？

鋳
○
類
（
白
帽
回
子
の
国
）
す
な
わ
ち
回
部
に
出
征
し
て
四
万
の
敵
軍

を
破
っ
て
勇
名
を
馳
せ
、
工
十
五
歳
（
．
一
六
〇
六
）
の
と
き
に
は
、
ハ
ル

ハ
と
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
紛
争
を
調
停
し
て
ハ
ル
ハ
の
汗
か
ら
大
グ
シ

汗
の
称
号
と
印
璽
を
授
け
ら
れ
、
武
勇
と
慧
智
で
さ
ら
に
名
を
顕
お

　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
た
と
伝
え
て
い
る
。
黄
教
擁
護
の
立
場
か
ら
グ
シ
汗
を
と
く
に
顕

賞
し
て
い
る
『
青
海
年
代
史
』
に
潤
色
が
多
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

た
だ
、
父
カ
ラ
ク
ラ
の
死
後
、
バ
…
ト
ゥ
ル
が
ホ
ン
タ
イ
ジ
と
称
し

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
る
い
は
グ
シ
汗
か
ら
授
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
次
に
述
べ
る
。

・
矢
野
博
士
は
飾
言
イ
ラ
ッ
ト
の
首
長
の
う
ち
で
ロ
シ
ア
人
か
ら
ホ

ソ
タ
イ
ジ
（
コ
ン
．
タ
イ
シ
ャ
）
と
呼
ば
れ
た
の
は
バ
ー
ト
ゥ
ル
だ
け
だ

っ
た
よ
う
に
説
い
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
側
の
史
料
に
も

清
朝
側
の
史
料
に
も
な
く
て
も
、
。
ハ
イ
バ
ガ
ス
が
四
オ
イ
ラ
ヅ
ト
の

汗
だ
っ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
も
み
た
と
お
り
、
『
ウ
バ
シ
・
ホ
ソ
タ
イ

ジ
伝
』
に
誌
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
に
も
ふ
れ
る
よ
う
に
、
パ
イ
バ
ガ

ス
以
下
の
ア
ハ
イ
の
五
子
が
、
　
「
五
虎
」
と
よ
ば
れ
て
特
に
有
名
な
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の
も
、
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
強
盛
を
物
諮
る
も
の
で
は
な
い
か
。
　
一
六

四
〇
年
に
バ
イ
バ
ガ
ス
が
死
ぬ
と
、
そ
の
子
の
オ
チ
ル
ト
ゥ
○
α
貯
葺

（
鄙
斉
爾
図
）
が
君
位
を
つ
い
だ
。
デ
ュ
・
ハ
ル
ド
は
今
か
ら
八
○

年
ば
か
り
前
（
一
七
世
紀
の
中
ご
ろ
）
、
　
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
（
厄
魯
特
）

の
う
ち
で
も
っ
と
も
有
力
だ
っ
た
の
は
オ
チ
ル
ト
ゥ
・
ツ
ェ
ツ
ェ

ン
・
ハ
ソ
O
O
窯
H
貯
日
ω
Φ
富
Φ
（
1
1
ω
①
諾
①
潟
）
ρ
窪
（
那
斉
爾
特
車

臣
汗
）
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
清
朝
の
記
録
に
も
、
順
治

四
年
（
一
六
四
七
）
以
後
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
汗
の
入
貢
し
た
こ
と
が
み
え

て
い
る
。
青
海
に
限
ら
ず
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
本
拠
で
も
、
バ
ー
ト
ゆ

ル
の
権
威
が
ひ
と
り
高
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
実
力
に
お
い
て
は

と
も
か
く
も
、
　
チ
ン
ギ
ス
一
家
の
血
統
を
ひ
く
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
長

は
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
汗
と
し
て
、
オ
チ
ル
ト
ヅ
に
い
た
る
ま
で
そ
の

権
威
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
グ
シ
汗
の
ひ
き
い
る
ホ
シ
ュ

ー
ト
部
の
青
海
移
住
は
確
か
に
ハ
ル
ハ
の
東
モ
ン
ゴ
ル
族
と
四
オ
イ

ラ
ッ
ト
の
抗
争
の
延
長
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
黄
教
の
擁
護
と
い

う
大
義
名
分
さ
え
具
わ
っ
て
い
た
。
ジ
ュ
ン
ガ
ル
勢
力
に
押
さ
れ
勝

ち
だ
っ
た
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
勢
力
挽
團
の
た
め
に
、
　
「
五
虎
」
の
一

人
で
あ
る
グ
シ
汗
が
青
海
を
征
服
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト

の
内
戦
に
介
入
し
た
の
は
、
時
勢
を
見
抜
い
た
聡
明
な
行
動
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
。
彼
が
い
か
に
先
見
の
明
を
も
っ
て
い
た
か
は
、

青
海
征
服
直
後
の
一
六
三
七
年
（
崇
徳
二
）
に
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
族
の
諸

酋
に
先
ん
じ
て
い
ち
早
く
当
時
ま
だ
盛
京
に
賭
し
て
い
た
清
朝
へ
厄

魯
特
汗
と
称
し
て
寸
感
入
貢
し
た
事
実
が
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。

グ
シ
汗
の
青
海
遠
征
に
加
わ
り
な
が
ら
、
た
ち
ま
ち
本
国
へ
引
き
上

げ
た
バ
ー
ト
ゥ
ル
に
は
、
ま
た
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
、
歴
史
的
に
み
て
極
め
て
意
義
の
大
き
い
チ
ベ
ッ
ト
経

営
に
参
画
し
な
か
っ
た
パ
ー
ト
ゥ
ル
に
は
、
ま
だ
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
全

体
を
動
か
す
ほ
ど
の
実
力
は
な
く
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
汗
で
あ
る
バ
イ
バ

ガ
ス
の
権
成
に
従
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
『
ザ
ヤ
・
パ
ン
デ
ィ
タ

伝
』
に
は
、
バ
イ
バ
ガ
ス
の
死
後
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
集
会
α
巳
σ
q
げ
ρ
譜

を
主
宰
し
た
「
両
タ
イ
ジ
㎏
と
し
て
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
と
バ
…
ト
ゥ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
二
人
が
併
称
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
オ
チ
ル
ト
ゥ
は

ハ
ル
ハ
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
諸
部
族
長
が
集
ま
っ
て
一
六
四
〇
年
に
制

定
し
た
い
わ
ゆ
る
『
オ
イ
ラ
ッ
ト
法
典
』
に
は
、
伯
父
の
グ
シ
汗
、
岳

父
の
バ
ー
ト
ゥ
ル
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
な
ど
と
と
も
に
集
会
参
加
者
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ち
に
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
ま
だ
タ
イ
ジ
の
称
号
を
も
っ
て
い
る
に

す
ぎ
ず
、
　
『
ザ
ヤ
・
パ
ン
デ
イ
覇
業
』
の
記
載
と
も
一
致
す
る
。
グ

シ
荘
が
一
六
〇
六
年
に
ハ
ル
ハ
の
部
長
か
ら
汗
号
を
授
け
ら
れ
た
と
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：再び厄日特について（羽田）

い
う
の
は
伝
説
で
、
バ
イ
バ
ガ
ス
汗
の
死
後
は
清
朝
側
の
記
録
に
み

え
る
よ
う
に
、
グ
シ
汗
が
衛
拉
特
汗
、
す
な
わ
ち
オ
イ
ラ
ッ
ト
汗
を

称
し
、
グ
シ
汗
の
死
後
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
が
は
じ
め
て
題
号
を
つ
い
だ

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
が
グ
シ
汗

か
ら
ホ
ン
タ
イ
ン
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
の
は
事
実
と
認
め

て
よ
か
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
に
誤
が
な
け
れ
ば
、

カ
ラ
ク
ラ
の
あ
と
を
つ
い
で
バ
ー
ト
ゥ
ル
が
ホ
ン
タ
イ
ジ
と
称
し
た

一
六
三
五
年
（
？
○
）
を
ジ
ュ
ン
ガ
ル
亡
国
の
成
立
の
年
と
み
る
ズ
ラ

ー
ト
キ
ソ
の
考
え
方
に
は
無
理
が
あ
る
。
バ
ー
ト
ゥ
ル
は
も
と
ト
ル

ダ
ー
ト
が
拠
っ
て
い
た
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
地
方
に
幕
営
を
お
き
、
一
六

四
五
年
こ
ろ
そ
の
東
方
の
ホ
ボ
ッ
ク
・
サ
リ
間
げ
○
び
。
軍
費
江
（
和
博

克
薩
里
）
に
ラ
マ
教
寺
院
を
中
心
と
し
た
都
市
を
経
営
す
る
一
方
、

し
き
り
に
カ
ザ
ー
フ
族
を
伐
ち
、
回
部
を
掠
め
る
な
ど
、
ジ
ュ
ン
ガ

ル
勢
力
の
強
化
に
つ
と
め
た
。
バ
ー
ト
ゥ
ル
の
死
（
一
六
五
一
二
、
六
〇
、

　
　
　
　
　
　
　
⑩

六
五
な
ど
諸
説
が
あ
る
）
後
、
父
の
あ
と
を
つ
い
だ
セ
ソ
ゲ
ω
＄
σ
Q
σ
q
o

（
僧
格
）
は
遺
産
相
続
を
め
ぐ
っ
て
兄
弟
た
ち
と
争
っ
た
。
当
時
、

ホ
シ
ュ
ー
ト
部
で
も
、
イ
リ
川
上
流
に
拠
っ
た
オ
チ
ル
ト
ゥ
汗
と
イ

ル
テ
ィ
シ
ュ
川
上
流
に
遊
牧
し
て
い
た
そ
の
弟
の
ア
ブ
ラ
イ
・
ノ
ヤ

、

ソ
諺
三
a
出
。
《
ρ
ゆ
（
阿
巴
頼
諾
顔
）
と
が
争
い
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
汗
と

結
ん
で
戦
っ
た
セ
ン
ゲ
が
最
初
は
勝
利
を
え
た
。
し
か
し
、
一
六
七

〇
年
、
結
局
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
、
ラ
マ
と
し
て
ラ

サ
で
修
業
中
だ
っ
た
セ
ン
ゲ
の
同
母
弟
の
ガ
ル
ダ
ン
○
巴
α
ρ
ロ
（
噛

爾
丹
）
は
オ
チ
ル
ト
ゥ
汗
の
授
け
を
え
て
そ
の
仇
を
報
じ
、
残
敵
を

青
海
に
走
ら
せ
、
一
六
七
二
年
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
の
支
配
権
を
に
ぎ

り
ホ
ン
タ
イ
ジ
と
称
し
、
兄
の
妻
だ
っ
た
オ
チ
ル
ト
ゥ
汗
の
孫
女
を

嬰
つ
た
が
、
や
が
て
刃
を
オ
チ
ル
ト
ゥ
汗
と
そ
の
与
党
に
向
け
、
か

　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
ら
を
捕
え
殺
し
た
。
ロ
シ
ア
使
節
の
報
告
に
よ
る
と
、
ガ
ル
ダ
ソ

の
襲
位
当
時
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
汗
は
ザ
イ
サ
ソ
・
ノ
ー
ル
N
鉱
ω
七
三
付

近
に
い
た
。
ガ
ル
ダ
ソ
と
抗
争
五
年
の
の
ち
、
彼
は
サ
イ
ラ
ム
・
ノ

ー
ル
ω
鉱
雷
日
占
。
同
に
道
を
取
り
、
タ
ル
キ
黒
円
騨
藍
玉
〇
匿
（
彌
勒
奇

二
心
）
を
越
え
て
イ
リ
谷
地
の
ガ
ル
ダ
ン
を
奇
襲
し
よ
う
と
し
た
が
、

先
手
を
打
っ
た
ガ
ル
ダ
ソ
は
タ
ル
キ
峠
に
オ
チ
ル
ト
ゥ
汗
を
破
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

追
撃
し
て
サ
イ
ラ
ム
・
ノ
ー
ル
付
近
で
つ
い
に
こ
れ
を
捕
え
殺
し
た
。

清
朝
側
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
一
六
七
七
年
の
こ
と
だ
っ
た
ら

し
い
。
最
後
ま
で
ガ
ル
ダ
ン
に
敵
対
し
て
い
た
一
族
の
諸
酋
も
ほ
ぼ

同
時
に
抹
殺
さ
れ
た
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
少
な
く
と
も
ア
ル
タ

イ
・
天
山
間
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
本
地
で
は
、
ガ
ル
ダ
ン
の
勢
力
が
確

51 （559）



立
し
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
国
の
成
立
を
み
た
。
つ
い
で
，
一
六
七
九
年
に

は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
か
ら
授
け
ら
れ
た
と
い
っ
て
、
ボ
シ
ョ
ク
ト
ゥ
・

ハ
ソ
（
博
碩
克
瀬
野
）
と
号
し
て
清
朝
に
入
貢
し
た
と
い
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
年
を
以
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
が
成
立
し
た
と
い
え
ば
、

い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

　
は
じ
め
、
そ
の
大
ウ
ル
ス
巳
器
（
部
民
）
を
ひ
き
い
て
イ
リ
川

の
上
流
に
遊
牧
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
オ
チ
ル
ト
ゥ
汗
が
北
方
の

ザ
イ
サ
ン
・
ノ
ー
ル
湖
付
近
に
移
っ
た
の
が
事
実
と
す
れ
ば
、
そ
の

時
期
は
セ
ン
ゲ
支
配
時
代
の
内
乱
期
に
求
め
ざ
る
を
え
な
い
。
古
く

チ
ャ
ガ
タ
イ
汗
が
オ
ル
ダ
を
設
け
た
景
勝
の
地
イ
リ
川
の
河
谷
を
ホ

シ
ュ
ー
ト
部
か
ら
奪
っ
た
こ
と
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
に
と
っ
て
覇
権

の
確
立
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
が
ジ
ン
ガ
ル
王
国
の
根
本
の
重
地
と

し
て
、
そ
の
滅
亡
に
お
よ
ん
だ
こ
と
は
、
更
め
て
説
く
ま
で
も
な
か

ろ
う
。

　
①
若
松
「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
」
二
〇
二
五
頁
。

　
②
岡
田
「
ウ
バ
シ
・
ホ
ソ
タ
イ
ジ
伝
」
一
五
頁
。

　
③
若
松
「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
」
一
九
一
二
〇
頁
。

　
④
若
松
「
オ
イ
ラ
ー
ト
族
の
発
展
」
八
四
頁
。

　
⑤
国
。
占
ピ
ロ
く
き
σ
q
’
§
馬
抵
§
ミ
偽
ミ
肉
審
§
ミ
’
肩
冨
麟
9
α
q
ロ
①
」
り
α
ρ
思
．

　
　
G
ウ
心
一
蒔
一
り
出
［
目
「
顧
実
汗
チ
ベ
ッ
ト
支
樹
配
に
至
る
経
砿
騨
」
七
四
「
一
七
七
…
「
…
頁
、

　
　
帥
符
に
七
四
六
－
七
五
二
百
ハ
。

⑥
℃
．
勺
亀
協
。
戸
号
ミ
よ
℃
，
・
。
ρ
電
．
b
。
甲
b
。
も
。
．

⑦
缶
。
占
三
二
囑
雪
σ
q
噂
愚
・
ミ
・
噛
℃
℃
．
ω
堅
ω
伊
山
口
前
掲
論
文
七
四
八
頁
。

⑧
若
松
「
オ
イ
ラ
ー
ト
族
の
発
展
」
八
二
頁
。

⑨
　
リ
ャ
ザ
ノ
フ
ス
キ
ー
『
苫
㌶
古
慣
習
法
の
研
山
九
』
五
六
齋
只
。

⑩
拙
稿
「
ガ
ル
ダ
ソ
伝
雑
考
」
（
『
石
浜
先
生
古
稀
記
念
東
注
学
論
叢
』
一
九
五
八
、

　
四
六
九
頁
、
註
③
。

⑪
　
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
住
地
に
つ
い
て
、
『
藩
部
要
略
』
巻
二
九
で
は
、
「
初
皆
聚

　
牧
天
出
丸
北
。
阿
爾
台
山
之
南
。
」
と
い
う
だ
け
で
あ
る
が
、
魏
源
の
『
塗
武
記
』

　
巻
盃
、
康
熈
親
征
準
鳴
爾
記
に
は
、
初
厄
魯
特
四
衛
拉
都
。
田
二
二
斯
。
牧
伊

　
難
。
日
都
爾
伯
特
。
牧
額
爾
斉
斯
。
潤
一
差
魑
特
。
翌
週
爾
（
即
塔
爾
巴
台
）
。

　
日
和
碩
特
。
牧
鳥
魯
木
田
。
」
と
し
て
い
る
。
時
代
に
よ
っ
て
牧
地
に
変
化
が
あ
っ

　
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
、
魏
源
の
示
す
四
部
の
配
置
も
何
時
の
も
の
か
わ
か
ら
な

　
い
。
た
だ
、
『
ザ
ヤ
・
パ
ソ
デ
ィ
タ
伝
』
　
に
よ
れ
ば
、
デ
ル
ベ
ッ
ト
都
の
キ
ョ
ン

　
ド
μ
ン
・
ウ
バ
シ
国
◎
蝕
O
】
9
α
q
占
び
参
宮
の
ウ
ル
ス
は
イ
ル
テ
〆
シ
ュ
川
の
下
流

　
で
、
ア
ブ
ラ
イ
》
三
巴
の
ウ
ル
ス
は
そ
の
上
流
で
、
　
僧
院
の
方
に
向
っ
て
遊
牧

　
し
、
オ
チ
ル
ト
ウ
・
チ
ェ
チ
ェ
ソ
汗
は
そ
の
大
ウ
ル
ス
を
ひ
き
い
て
イ
リ
川
上
流

　
で
遊
牧
し
た
」
ら
し
い
（
ウ
ラ
ヂ
ー
ミ
ル
ツ
ォ
フ
『
蒙
古
社
会
制
度
史
』
、
一
九

　
三
六
、
三
八
五
一
八
六
頁
）
本
文
に
「
デ
ル
ベ
ッ
ト
部
の
」
と
あ
る
の
は
、
明
か

　
に
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
問
違
い
で
あ
る
。
「
僧
院
」
は
セ
ミ
パ
ラ
チ
ソ
ス
ク
に
近
く
、

　
ア
ブ
ラ
イ
が
建
て
た
有
名
な
誤
ぴ
凶
ρ
掌
囚
は
に
ち
が
い
な
い
。

⑫
拙
稿
「
ガ
ル
ダ
ソ
伝
考
証
」
（
『
東
方
学
会
創
立
十
五
周
年
記
念
棄
方
学
論
集
』

　
一
九
六
二
、
二
一
ニ
ー
一
一
三
四
頁
）

⑬
　
拙
稿
「
西
套
厄
魯
特
の
起
源
」
六
五
八
頁
。

52　（560）



再び厄魯特について（羽田〉

四

　
最
近
の
内
外
学
者
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
ジ
ェ
ン
ガ
ル
王
国

勃
興
の
跡
を
辿
れ
ば
、
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
に
な
る
と
思
う
。
た

だ
、
飛
躍
的
な
知
識
の
増
大
に
も
拘
ら
ず
、
現
在
な
お
十
分
に
明
か

に
さ
れ
て
い
な
い
大
き
な
問
題
の
一
つ
は
、
エ
ル
L
ト
（
厄
介
特
、

額
愈
愈
、
聴
毛
慈
）
O
憲
け
く
O
σ
q
巴
①
げ
西
人
の
い
う
閃
δ
暮
飯
野
緊

Φ
暮
の
族
称
に
関
す
る
そ
れ
で
あ
る
。
も
う
少
し
詳
し
く
い
え
ば
、

清
朝
で
は
、
西
モ
ン
ゴ
ル
族
は
オ
イ
ラ
ッ
ト
よ
り
も
む
し
ろ
伝
説
的

な
東
モ
ン
ゴ
ル
族
の
祖
ド
ア
・
ソ
ホ
ル
U
o
ρ
－
ω
o
げ
げ
。
目
（
多
斡
善
和

爾
）
の
四
子
の
子
孫
と
伝
え
ら
れ
る
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
（
庭
面
特
・
巴

蟷
図
無
・
和
特
・
奇
劇
工
特
）
の
一
つ
と
し
て
の
エ
ル
ー
ト
の
名
で

知
ら
れ
、
園
オ
イ
ラ
ッ
ト
（
領
導
特
）
の
代
り
に
四
エ
ル
ー
ト
（
厄

魯
特
）
の
族
称
さ
え
使
わ
れ
て
い
る
有
様
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
エ
ル
ー
ト
と
は
本
来
ど
の
部
族
で
あ
る
か
。
ま
た
そ
れ
が
ど
う

し
て
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
全
体
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
か
っ
て
「
厄
心
癖
考
」
で
、
エ
ル
ー
ト
闘
ホ

シ
ュ
ー
ト
説
と
エ
ル
ー
ト
ー
ー
ジ
ュ
ソ
ガ
ル
（
チ
ョ
ロ
ス
）
説
と
を
紹

介
し
、
こ
れ
ら
を
検
討
し
た
結
果
と
し
て
、
前
説
に
賛
成
し
た
い
が
、

さ
り
と
て
誤
り
と
し
て
後
説
を
無
下
に
退
け
る
わ
け
に
も
い
か
な
い

事
情
を
述
べ
て
お
い
た
。
し
か
し
現
在
で
は
よ
り
積
極
的
に
前
説
を

主
張
で
き
る
と
信
じ
る
。
そ
の
理
由
を
述
べ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
一
、
　
『
ア
ル
タ
ン
・
ト
ブ
チ
』
に
西
モ
ン
ゴ
ル
族
の
諸
部
族
を
列

挙
し
た
う
ち
に
、
9
養
ダ
O
δ
寸
ゆ
ρ
σ
q
げ
客
¢
ダ
ρ
○
管
の
四
部
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

称
が
み
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
来
オ
イ
ラ
ッ
ト
族
で
あ
る
こ
と

が
明
か
な
ジ
ュ
ン
ガ
ル
（
チ
ョ
ロ
ス
）
部
が
エ
ル
ー
ト
で
あ
る
は
ず

は
な
い
。
も
っ
と
も
、
エ
セ
ン
の
父
の
ト
ガ
ン
・
タ
イ
ジ
6
0
α
q
焦
r
早

愛
蔵
（
托
歓
太
師
）
の
こ
ろ
の
部
族
名
と
し
て
示
ざ
れ
て
い
る
右
の

四
部
の
族
称
が
果
し
て
歴
史
的
事
実
に
則
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑

問
で
あ
る
。
伝
説
は
別
と
し
て
、
エ
ル
ー
ト
の
存
在
が
確
認
で
き
る

の
は
、
す
で
に
み
た
と
お
り
（
参
照
四
三
頁
）
一
五
八
○
年
代
の
ハ
ル

ハ
の
ア
バ
ダ
イ
汗
の
ナ
イ
ラ
ヅ
ト
征
伐
以
来
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。

　
二
、
こ
の
ア
バ
ダ
イ
汗
が
コ
ブ
コ
ル
・
ヶ
リ
エ
で
撃
破
し
た
エ
ル

ー
ト
○
σ
q
①
冨
α
が
ハ
ナ
イ
・
ノ
ヤ
ン
・
ホ
ン
ゴ
ル
の
ひ
き
い
る
ホ
シ
ュ

ー
ト
部
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
史
料
に
依
っ
て

岡
田
氏
が
証
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
エ
ル
ー
ト
H
ホ
シ
ュ

ー
ト
説
に
も
っ
と
も
確
実
な
論
拠
を
提
供
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
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三
、
清
朝
に
お
け
る
エ
ル
ー
ト
（
厄
魯
特
）
と
い
う
族
称
の
用
法

も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
の
ち
に
は
と
も
か
く
も
、

康
煕
朝
で
は
西
モ
ン
ゴ
ル
族
、
と
く
に
青
海
の
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
を
専

ら
厄
魯
特
と
よ
び
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
（
準
璃
爾
）
1
と
い
う
よ
り
も

ガ
ル
ダ
ン
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ア
ル
タ
イ
・
天
山
問
の
オ
イ
ラ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

諸
部
族
1
は
こ
れ
を
北
厄
魯
特
と
称
し
た
事
実
が
注
意
さ
れ
る
。

一
六
三
七
年
（
崇
徳
二
）
に
、
は
じ
め
て
み
ず
か
ら
厄
魯
薬
毒
と
称
し

て
い
ち
早
く
清
朝
へ
遣
使
入
貢
し
た
の
が
青
海
の
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
長

グ
シ
汗
だ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
診
り
で
あ
る
。

　
．
四
、
エ
ル
ー
ト
臆
ジ
ュ
ン
ガ
ル
説
の
根
底
に
は
、
西
モ
ン
ゴ
ル
族

オ
イ
ラ
ッ
ト
の
う
ち
で
は
、
最
初
か
ら
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
が
庵
つ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

有
力
だ
っ
た
と
い
う
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ラ

ク
ラ
、
バ
ー
ト
ウ
ル
時
代
の
ジ
ン
ガ
ル
部
と
対
抗
す
る
勢
力
と
し
て

バ
イ
バ
ガ
ス
、
オ
チ
ル
ト
ウ
父
子
の
ホ
シ
ュ
1
ト
部
が
存
在
し
た
こ

と
は
ズ
ラ
ー
ト
キ
ン
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
も
、
筆

者
の
考
え
に
極
ま
り
が
な
け
れ
ば
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
汗
の
地
位
は
バ
イ

バ
ガ
ス
か
ら
グ
シ
汗
を
へ
て
オ
チ
ル
ト
ゥ
に
伝
わ
っ
た
は
ず
で
、
最

高
の
権
威
を
も
つ
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
異
称
で
あ
る
エ
ル
ー
ト
が
四
オ

イ
ラ
ッ
ト
全
体
を
現
わ
し
た
可
能
性
は
大
き
い
。
か
り
に
、
ズ
ラ
ー

ト
キ
ソ
氏
に
従
っ
て
、
カ
ラ
ク
ラ
・
バ
ー
ト
ゥ
ル
の
時
代
に
ジ
ュ
ン

ガ
ル
部
の
勢
力
が
伸
張
し
、
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
パ
イ
バ
ガ
ス
や
オ
チ

ル
ト
ゥ
の
そ
れ
を
凌
ぐ
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
認
め
る
に
し
て
も
、

そ
れ
以
前
、
す
な
わ
ち
ハ
ナ
イ
・
ノ
ヤ
ソ
・
ホ
ン
ゴ
ル
の
支
配
期
か

ら
バ
イ
バ
ガ
ス
の
支
配
期
へ
か
け
て
、
恐
ら
く
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
が
も

っ
と
も
強
力
だ
っ
た
こ
と
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
、
歴

史
的
実
在
と
し
て
は
じ
め
て
記
録
に
現
わ
れ
る
エ
ル
ー
ト
が
ハ
ナ
イ

の
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
は
さ
き
に
み
た
と
お
り
で

あ
る
。

　
エ
ル
ー
ト
ー
ホ
シ
ュ
ー
ト
説
の
論
証
は
以
上
で
十
分
か
と
思
わ
れ

る
が
、
歴
史
的
背
景
と
の
関
連
に
お
い
て
解
釈
し
た
エ
ル
ー
ト
の
語

源
は
、
な
ぜ
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
が
エ
ル
ー
ト
と
よ
ば
れ
た
か
を
明
か
に

す
る
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
エ
ル
ー
ト
○
σ
q
Φ
δ
け
V
O
δ
汁
と
い
う
こ
と
ば
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
同
母
異
父
兄
弟
」
を
意
味
す
る
α
σ
Q
Φ
δ
昌
の
複
数
型
に
ち
が
い
な

い
が
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
ホ
シ
ュ
ー
ト
の
異
称
に
使
わ
れ
た
の
か
。

　
バ
イ
バ
ガ
ス
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
な
ど
の
ハ
ナ
イ
の
五
子
が
．
「
五
宮
」

汁
㊤
ぴ
¢
ロ
σ
霞
と
よ
ば
れ
た
こ
と
は
諸
書
に
も
み
え
て
い
て
有
名
な
事

実
で
あ
る
が
、
　
『
ウ
バ
シ
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
伝
』
で
は
「
ア
ハ
イ
の
五
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虎
」
》
圃
臼
玉
受
冒
9
9
昌
び
鍵
と
い
っ
て
い
る
。
ハ
ナ
イ
の
妻
ア
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

イ
可
敦
所
出
の
五
言
の
意
味
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
　
『
シ
ャ
ラ
・
ト

ウ
ジ
』
ω
鴛
消
口
鴇
に
は
、
　
「
四
四
イ
ラ
ッ
ト
は
ド
ア
・
ソ
ホ
ル
の
子

孫
で
あ
る
。
い
ま
文
素
あ
る
」
と
い
い
、
デ
ル
ベ
ッ
ト
、
チ
ョ
ロ
ス
、

ホ
イ
ヅ
ト
、
バ
ー
ト
ウ
ッ
ト
、
ケ
レ
イ
ト
（
1
ー
ト
ル
グ
ー
ト
）
の
諸

部
族
と
並
べ
て
ユ
ジ
エ
ッ
ト
d
」
ぐ
①
伽
姓
を
挙
げ
、
　
「
ナ
グ
ル
・
ユ

イ
ジ
ェ
ソ
累
9
σ
q
げ
5
学
d
瓢
器
ゆ
は
父
ヤ
ダ
イ
く
巴
鉱
、
母
ア
ハ
イ
・

ハ
ト
ゥ
ン
諺
犀
げ
㊤
蜜
や
囚
げ
舞
昆
。
ヤ
ダ
イ
の
死
後
、
ガ
ハ
イ
か
ら
生

ま
れ
た
バ
イ
パ
ガ
ス
と
の
二
人
が
い
る
。
ユ
ジ
エ
ッ
ト
姓
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
⑥

と
み
え
て
い
る
。
ヤ
ダ
イ
は
『
欽
定
西
域
同
文
志
』
巻
十
、
　
『
欽
定

西
域
図
志
』
巻
四
十
七
な
ど
の
世
系
に
和
碩
特
部
第
十
一
世
と
し
て

み
え
る
雅
代
青
三
、
ガ
ハ
イ
は
同
じ
く
第
十
一
世
の
ハ
ナ
イ
（
喰
奈

諾
顔
洪
郭
爾
）
に
相
違
な
く
、
ナ
グ
ル
・
ユ
イ
ジ
ェ
ン
は
こ
れ
に
当

る
も
の
を
見
出
せ
な
い
が
、
そ
の
母
ア
ハ
イ
は
夫
の
ヤ
ダ
イ
の
死
後
、

そ
の
従
弟
の
ハ
ナ
イ
に
再
嫁
し
て
、
バ
イ
バ
ガ
ス
以
下
の
い
わ
ゆ
る

「
五
器
」
を
生
ん
だ
と
解
さ
れ
る
。
バ
イ
バ
ガ
ス
等
を
と
く
に
「
ア

ハ
イ
の
」
と
称
し
た
理
由
は
こ
れ
に
よ
っ
て
判
然
と
す
る
が
、
そ
れ

は
ま
た
エ
ル
ー
ト
の
語
源
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い

う
の
は
、
ホ
シ
ェ
ト
の
二
大
分
書
で
あ
る
ヤ
ダ
イ
の
諸
子
と
ハ
ナ
イ

の
五
子
と
は
正
に
「
同
母
異
父
兄
弟
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
、

る
・
ユ
ジ
エ
・
ト
の
族
称
は
他
に
は
み
墨
ら
な
撫
・
ホ
シ
・
一

に
相
当
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
カ
ル
ム
ッ
ク
語
で
ε
騨
は
「
同

世
代
」
を
意
味
す
る
か
ら
、
或
は
ユ
ジ
エ
ヅ
ト
は
そ
の
変
形
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
、
◎
σ
q
巴
簿
の
誰
音
と
み
る
方
が
正
し
い
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

な
い
か
。
　
『
青
海
年
代
記
』
で
は
「
五
こ
口
を
「
五
人
の
才
能
が
あ

り
、
勇
敢
で
英
雄
的
な
虎
」
に
比
す
べ
き
人
物
と
説
明
し
て
い
る
。

彼
ら
を
中
心
に
、
　
「
異
父
同
母
兄
弟
」
で
あ
る
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
首

長
た
ち
が
相
結
ん
で
勢
力
を
ふ
る
っ
た
結
果
、
エ
ル
ー
ト
の
名
が
四

オ
イ
ラ
ッ
ト
の
全
体
に
お
よ
ん
だ
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
清
朝
で
エ

ル
ー
ト
と
玄
能
イ
ラ
ッ
ト
を
混
同
し
た
の
も
理
由
の
な
い
こ
と
で
は

な
か
っ
た
。
ガ
ル
ダ
ソ
と
の
抗
争
が
始
ま
っ
た
康
熈
朝
以
後
、
清
朝

で
は
そ
の
時
々
に
内
付
し
た
西
モ
ン
ゴ
ル
族
の
集
団
を
旗
に
編
成
し
、

東
モ
ン
ゴ
ル
族
の
諸
部
に
付
牧
さ
せ
た
。
そ
の
う
ち
に
は
、
デ
ル
ベ

ッ
ト
旗
、
ホ
シ
ュ
ー
ト
旗
、
ホ
イ
ッ
ト
旗
な
ど
と
族
称
の
は
っ
き
り

し
た
も
の
の
ほ
か
に
、
単
に
エ
ル
ー
ト
旗
と
呼
ん
で
い
る
も
の
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
。
誓
書
諾
顔
部
に
無
声
し
た
額
魯
福
部
二
旗
な
ど
は
代
表
的
な
例

で
あ
る
が
、
そ
の
系
統
を
調
べ
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
ジ
ュ
ン
ガ
ル

部
の
首
長
た
ち
の
部
落
で
あ
る
。
こ
の
事
実
上
エ
ル
ー
ト
ロ
ホ
シ
ュ
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ー
ト
説
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
清
朝
で
、

は
じ
め
康
煕
朝
に
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
称
が
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
か

っ
た
た
め
に
、
ま
た
欝
欝
帝
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
国
を
滅
ぼ
し
て
し
ま

っ
た
一
七
五
九
年
以
後
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
そ
の
も
の
が
消
滅
し
て

し
ま
っ
た
た
め
に
、
歴
史
的
な
エ
ル
ー
ト
の
族
称
で
か
え
っ
て
ジ
ュ

ン
ガ
ル
（
チ
ョ
ロ
ス
）
部
の
子
孫
を
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
一
八
世

、
紀
の
中
ご
ろ
以
後
に
書
か
れ
た
ミ
ュ
ー
ラ
ー
や
パ
ル
ラ
ス
の
書
に
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

オ
イ
ラ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
エ
ル
ー
ト
に
し
て
も
、

事
情
は
同
じ
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
後
世
の
記
録
は
と
も
か
く
も
、
同
時
代
史
料
で
あ
る
＝
ハ
七
七
－

七
八
年
の
ガ
ル
ダ
ン
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
勅
令
に
、
明
か
に
ジ
ュ
ン
ガ

ル
部
を
中
心
と
す
る
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
諸
部
を
エ
ル
ー
ト
と
呼
ん
で
い

　
⑩る
の
は
、
エ
ル
…
ト
H
ジ
ュ
ン
ガ
ル
説
の
証
拠
と
も
受
取
れ
よ
う
。

し
か
し
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
汗
を
煮
殺
し
て
名
実
と
も
に
四
オ
イ
ラ
ッ
ト

の
首
と
な
っ
た
ガ
ル
ダ
ソ
が
当
時
ほ
と
ん
ど
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
同
義

語
と
し
て
一
般
に
行
な
わ
れ
て
い
た
エ
ル
ー
ト
の
称
を
使
っ
た
と
し

て
も
、
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
ガ
ル
ダ
ン
が
自
己
の
直
属
の
部

落
を
ジ
ュ
ン
ガ
ル
と
呼
ん
で
、
エ
ル
ー
ト
と
区
別
し
て
い
た
こ
と
は
、

　
『
親
征
側
根
定
朔
漠
方
略
』
巻
四
十
一
二
、
露
玉
三
十
詣
隠
事
（
一
六
九
七
）

四
月
甲
戊
の
条
に
、
ア
ル
タ
イ
山
中
で
窮
死
し
た
ガ
ル
ダ
ン
の
死
因

に
つ
い
て
述
べ
た
ハ
ミ
の
使
者
の
こ
と
ば
を
引
い
て

　
　
逃
意
解
拉
児
称
。
鴫
爾
丹
曾
云
。
我
向
以
折
懐
鳴
爾
為
良
善
之

　
国
。
不
意
無
信
如
此
。
怨
恨
数
日
。
飲
食
皇
尊
。
於
十
二
日
頭
痛
，

　
召
命
済
物
前
去
。
十
三
日
午
前
試
写
。

と
あ
る
の
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
折
渡
囑
爾

は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
満
州
語
形
の
音
訳
で
、
そ
の
「
信
な
し
」
と
数
日

も
怨
ん
だ
と
い
う
の
は
、
康
煕
帝
と
戦
っ
て
敗
れ
た
ガ
ル
ダ
ン
が
根

拠
地
に
引
上
げ
よ
う
と
し
た
の
に
、
兄
セ
ン
ゲ
の
子
で
イ
リ
に
拠
っ

て
自
立
し
て
い
た
ツ
ェ
ワ
ソ
・
ア
ラ
ブ
タ
ン
〈
策
妄
阿
拉
布
坦
）
が

清
朝
に
通
じ
、
ガ
ル
ダ
ソ
の
帰
国
を
実
力
で
で
も
阻
止
す
る
態
度
を

取
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ジ
ュ
ン
ガ
ル
王
国
勃
興
史
に
関
し
て
は
、
現
在
で
も
な
お
解
明
さ

れ
て
い
な
い
問
題
が
少
な
く
な
い
が
、
差
当
り
本
論
文
で
は
、
ジ
ュ

ン
ガ
ル
王
国
の
勃
興
を
側
面
か
ら
窺
う
手
段
と
し
て
、
エ
ル
ー
ト
の

族
称
の
来
歴
を
詮
索
す
る
に
止
め
た
。

　
①
ρ
要
請
・
乙
。
ジ
『
、
罵
旨
憲
N
恥
g
o
ミ
§
ミ
魯
詮
札
§
8
。
§
．
乏
圃
2
げ
鶏
聲

　
　
一
り
紹
、
マ
一
Φ
一
』
o
審
野
罫
勺
。
一
畿
o
r
愚
．
ミ
．
嚇
鵠
）
・
①
1
圃
．

　
②
『
嘉
慶
一
統
志
髄
巻
五
四
五
、
阿
拉
善
冠
魯
特
の
条
の
套
鼻
の
注
に
三
三
特
。

　
　
本
元
驚
阿
魯
台
。
悪
声
詑
為
厄
感
果
。
共
四
部
。
一
日
杜
爾
伯
特
。
一
日
青
海
。
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一
日
北
厄
魯
特
。
北
八
目
特
又
罰
自
為
四
部
。
電
顕
爾
丹
先
。
　
　
田
套
舞
。
畷

　
　
弱
冠
有
部
長
、
並
属
望
実
汗
。
二
男
北
強
国

　
と
み
え
て
い
る
が
、
こ
の
北
厄
魯
特
の
説
明
は
『
朔
漠
方
略
』
巻
一
、
康
睡
…
十
六

　
年
穴
月
露
未
の
条
に

　
　
噛
爾
丹
之
父
日
和
多
和
親
。
自
号
巴
図
爾
台
吉
。
駐
牧
北
方
阿
舞
台
之
地
。
是

　
　
之
謂
北
厄
魯
特
。

　
と
あ
る
の
に
も
と
づ
い
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
ペ
リ
オ
は
北
厄
魯
特
に
図
7
？

　
淳
亨
α
σ
q
巴
無
の
モ
ン
ゴ
ル
語
名
を
当
て
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
判
ら
な
い
。

　
℃
o
巨
。
け
一
。
賢
竃
馬
こ
℃
．
b
∂
ド

③
矢
野
博
士
『
近
代
支
那
史
』
六
六
1
穴
七
頁
、
℃
・
℃
①
霞
。
戸
起
・
ミ
ニ

④
〉
」
・
の
諺
。
奪
卑
》
．
竃
。
ω
融
。
算
．
ト
ミ
ミ
ミ
こ
§
磯
§
瞳
鷺
ミ
鷺
こ
題

　
§
鑓
。
禽
ミ
“
さ
蕊
§
。
ミ
凡
§
ミ
ミ
．
置
H
。
℃
鍵
餓
p
℃
0
7
嘗
ヌ
一
㊤
ω
ω
讐
や
ま
㊤
・

⑤
膨
勺
㊦
蚕
。
鉾
§
ミ
こ
群
鳥
。
。
”
＝
。
8
嵩
費
毎
譲
。
毛
。
鷺
葺
ミ
恥
ε
遂
駄
§

　
』
§
旧
磯
ミ
3
勺
麟
冨
圖
．
唱
■
q
9

⑥
《
匠
魔
。
冨
↓
着
》
閑
ハ
＝
》
ミ
。
蕊
。
き
昏
≧
§
』
§
§
§
k
ミ
㌧
昏
、
§
q
動
＆
ま
ミ
ミ
恥
、

　
§
ミ
「
鳶
竜
題
亀
＝
↑
禽
亀
塾
ミ
門
い
嵐
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
§
蚕
弾
§
6
ミ
、
ミ
罫
弓
⑦
剛
8
↓
o
↓
℃

　
b
o
露
一
b
o
O
N
器
需
切
o
h
6
↓
唱
一
①
Q
Q
占
①
り

⑦
閏
。
－
。
三
二
く
雪
σ
q
－
愚
「
ミ
．
噛
唱
．
G
。
心
．

⑧
張
穆
『
蒙
古
遊
牧
記
』
巻
三
八

⑨
℃
・
勺
。
≡
。
戸
。
賢
ミ
ニ
や
①
も

⑩
リ
ャ
ザ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
前
掲
馬
丁
三
頁
、
田
由
茂
『
蒙
古
法
典
の
研
究
』
一
九

　
六
七
、
　
一
〇
八
頁
。

再び厄魯特について（羽田）

＊
追
記
　
本
文
で
は
、
ユ
ジ
エ
ッ
ト
の
族
称
は
他
に
み
当
ら
な
い
と
記
し
た
が
、
そ
れ
は
検
索
の
不
燈
で
あ
っ
て
、
実
は
『
蒙
古
源
流
』
巻
五
に
み
え
て
い
る
。
便
宜
上
、
江
実
氏
の

訳
本
に
拠
っ
て
問
題
の
個
所
を
引
用
す
る
と
、

　
　
〔
エ
セ
ソ
は
〕
そ
れ
よ
リ
ダ
イ
ト
ゥ
ソ
グ
の
地
方
に
行
兵
し
、
ダ
イ
ミ
ソ
グ
・
ジ
ソ
グ
タ
イ
・
ハ
ソ
を
挨
へ
て
、
夢
の
兆
に
あ
へ
り
と
て
、
ア
リ
マ
・
チ
ェ
ソ
グ
シ
ャ
ソ
グ
に
ゆ
だ

ね
、
ニ
ソ
グ
グ
ソ
ー
ミ
ソ
グ
ガ
ソ
・
ウ
ジ
イ
ェ
ト
の
高
き
ド
ゥ
ラ
ガ
ソ
地
方
に
去
て
保
護
せ
よ
、
と
こ
れ
を
留
置
せ
し
め
」
　
（
九
八
頁
）
と
あ
る
。
ダ
イ
ト
ゥ
ソ
グ
は
大
同
、
ダ
イ
ミ

　
ソ
グ
・
ジ
ソ
グ
タ
イ
・
ハ
ソ
は
大
明
正
統
帝
（
英
宗
）
、
　
ニ
ソ
グ
グ
ソ
ー
ミ
ソ
グ
ガ
ソ
・
ウ
ジ
イ
ェ
ユ
ジ
ト
は
八
二
σ
Q
プ
躊
σ
q
｝
毒
μ
翌
日
ヨ
σ
q
σ
q
撫
養
コ
α
碧
い
δ
α
の
満
州
語
形
で
「
六
千
ユ
ジ

　
エ
ッ
ト
」
の
意
味
で
あ
る
。
ア
リ
マ
・
チ
ェ
ソ
グ
シ
ャ
ソ
グ
〉
一
更
9
・
。
§
σ
q
ω
ぐ
窪
α
q
ハ
≧
一
図
㍗
警
茜
ω
鎧
σ
q
（
阿
里
薦
丞
相
）
は
東
モ
ン
ゴ
ル
族
に
属
す
る
ア
ソ
ッ
ト
諺
ω
9
の
部
長

　
で
早
く
か
ら
エ
セ
ソ
と
対
立
し
、
一
四
三
四
年
、
こ
れ
と
戦
っ
て
敗
死
し
た
ア
ル
ク
タ
イ
レ
凄
暮
巴
（
阿
三
献
太
師
）
の
子
で
、
父
の
死
後
は
、
エ
セ
ソ
に
従
っ
て
い
た
も
の
ら
し

　
い
。
　
『
蒙
古
源
流
』
で
は
、
誤
ま
っ
て
エ
セ
ソ
の
死
後
、
ア
リ
マ
丞
相
が
、
関
銭
を
ダ
イ
ド
ゥ
U
野
手
（
岱
都
電
大
都
）
す
な
わ
ち
北
京
に
送
り
返
し
た
と
し
、
こ
の
ど
き
、
明

　
の
朝
廷
か
ら
六
千
ユ
ジ
エ
ッ
ト
に
多
く
の
賜
与
が
あ
っ
た
よ
う
に
堕
し
て
い
る
（
江
氏
訳
本
一
〇
八
頁
）
こ
れ
ら
の
記
事
に
依
れ
ば
、
ユ
ジ
エ
ッ
ト
は
ア
ス
ッ
ト
の
細
部
で
あ
り
、

少
な
く
と
も
東
モ
ン
ゴ
ル
族
の
　
部
だ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
『
ア
ル
タ
ソ
・
ト
ブ
チ
』
に
も
、
右
に
引
用
し
た
記
購
に
似
た
叙
述
が
あ
る
が
、
難
解
で
意
味
が
よ
く
判
ら
な

　
い
（
芝
切
肇
。
≦
α
。
P
と
冨
昌
8
0
げ
α
一
層
唱
℃
・
嵩
ω
占
謡
）
。
た
だ
ア
リ
マ
丞
相
に
当
る
人
物
と
し
て
や
は
り
束
モ
ン
ゴ
ル
族
系
の
ユ
ソ
シ
エ
ブ
磯
警
α
q
。
。
帯
①
σ
g
の
エ
セ
ソ
・
サ
マ
イ

　
団
ω
o
昌
。
り
p
目
巴
の
名
が
み
え
る
の
が
注
屈
さ
れ
る
。
ボ
ー
デ
ン
氏
が
六
千
ユ
ジ
エ
ッ
ト
を
満
州
族
の
覇
者
に
比
定
し
た
り
、
欝
覧
窪
を
称
号
と
解
釈
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ

　
う
（
。
囲
．
℃
や
一
身
－
崔
①
相
持
ω
ω
口
口
）
。
も
っ
と
も
、
そ
の
本
文
に
、
永
楽
帝
が
ホ
ソ
ギ
ラ
ッ
ト
ρ
9
磯
σ
q
寄
p
q
出
身
の
モ
ン
ゴ
ル
好
人
の
所
出
で
あ
る
と
い
う
中
国
の
俗
説
を
載

　
せ
、
ユ
ジ
エ
ッ
ト
を
帝
の
親
仁
の
部
落
と
し
て
い
る
の
に
依
る
と
、
ユ
ジ
エ
ッ
ト
は
チ
ソ
ギ
ス
汗
の
ボ
ル
チ
ギ
ソ
氏
族
と
代
々
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ホ
ソ
ギ
ラ
ッ
ト
氏

　
（
～
）
族
の
血
統
を
引
く
よ
う
に
遇
思
わ
れ
る
。
ホ
シ
ュ
ー
ト
の
姓
が
ウ
ジ
エ
ッ
ト
だ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
認
め
て
差
支
え
な
く
、
ジ
ュ
チ
・
ハ
サ
ル
の
蕎
で
は
な
く
て
も
、
東
モ
ソ

　
ゴ
ル
族
系
だ
っ
た
こ
と
だ
け
は
も
は
や
疑
い
よ
う
が
な
い
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ユ
ジ
エ
ッ
ト
を
ウ
ゲ
レ
ッ
ト
O
σ
Q
δ
伸
の
託
音
と
み
る
説
は
撤
回
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
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Uragami　Norlmune　：　A　Protege　of　the　Akamatstis

By　Kyoichire　Mizuno

　　From　the　Revolt　of　Kakitsu　（1441）　up　to　the　Wars　of　Ohnin　and

Bunmei　the　governance　of’the　shMgo　fainilies　in　their　territories　carne

gradually　into　the　hands　of　the　stewards　who　were　originally　the　clients

of　those　magnates．　Though　audacious　their　activities　came　to　be，　they

could　not　appeal　to　thier　own　power　independent　of　the　government

of　the　Muromachi　Baleufu　with　its　network　of　shztgo　families．　True，

the　shugos　were　declining，　but　their’authorities　were　recognized　as

such．　．　lt　is　why　those　stewardial　classes　still　moved　in　the　orbit　of

the　established　order，　but　at　the　same　time　they　were　in　the　far　more

advantagious　status　to　get　in　contact　with　the　inedium－sized　and　smaller

lords　who　were　growing　in　power　in　the　remotest　and　robust　countrysides．

In　short，　the　stewards　of　those　shugos　placed　themselves　in　the　！nidway

of　the　social　ladder　of　the　tlme　with　the　result　of　the　accumulation　of

power　in　any　way　and　other．

　　This　is　to　clarify　one　of　those　stewards　or　a　prot696　in　the　person　of

Norimune　of　the　Uragami　family　who　were　in　the　back　of　shugo　Akama－

tsu　who　were　in　turn　playing　a　conspicuous　role　in　the　political　world

before　and　after　the　Ohnin－Bunmei　era．

De　nouveau　sur　les　Eleuthes

Par．　Akira　Haneda

　　Les　Mongols　occidentaux　d6roulbrent，　de　la　premibre　moiti6　du　17e

siecle　au　milieu　du　siecie　suivant，　une　activit6　intense　comme　r　ongdls，

ou　plut6t　la　derniere　comme　nomades．　On　qualifie　commun6ment　leur

Etat　du　“Royaume　des　DjouBghar”．　Cependa．nt，　les　Djou，nghar　ne　for－

maient　pas　des　le　d6but　la　tribu　dominante　des　Mongols　occidentaux，

qu’on　continuait　a　appeler‘‘quatre　Oiraゼ’d’ap艶s　l’usage．　A　mon　avis，

il　devait　y　avoir　une　p6rlode，　pendant　laquelle　les　Khostt　6taient　pr6do－

minantes．　Les　Khogitt　appartenaient　aux　“　quatre　Oirat”，　quoique　leur

chef　pr6tendit，　para“it－il，　descendre　du　frere　ca，　det　de　Gengis－khan．　Les
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Eleuthes（〈O16t）des　Tsing，　qu’on　preエ1ait　poul”synonime　des　‘‘quatre

Oirat”，　semblent　atre　｝e　surnom　des　Khogv－it，　ott　plus　exactement　celui

de　la　famille　princiere　de　cette　tribu　a　son　apog6e．　Le　“Royaume　des

Eleuthes”　devait　pr6c6der　donc　le　“Royaume　des　Djounghar”．

Discourse　on　TrafHc　by　Lewes　Roberts

　　　　　　　and　the　Navigation　Act

By　Minoru　Asada

　　The　age　between　the　econoiinic　depression　in　1620’s　and　the　Puritan

Revolution　was　a　harsh　time　even　for　the　London　merchap．　ts，’　the　elite

class　of　business　circles　in　England．　ln　this　environment　Lewes　Roberts，

on　whom　1　wil！　now　discuss，　was　a　trade　merchant　who　could　design　a

plan　to　find　the　way　out　of　the　depression　by　advocating　the　Dutch

type　entrep6t　trade．　Though　some　researches　have　been　made　on　Roberts，

1　am　afraid　that　he　has　been　regarded　as　a　so－ca！led　semi－feudal　merchant

or　an　adherent　mercantilist　on　the　grotmd　that　he　was　an　advocator　of

entrep6t　trade．

　　However，　when　we・　consider　the　situation　ef　the　Eng1ish　trade　in　the

international　arena　in　that　period，　or　when　we　further　consider　it　iR　the

contect　of　the　Navigatioエ1　Act　of　Cromwell，　we　find　that　it　destined　the

way　of　the　cqmmercial　expansion　and　the　economic　growth　of　England．

Therefore　we　feel　it　necessary　to　make　a　reconsideration　on　his　discourse．

　　In　this　article　1　shali　investigate　Roberts’　dlscourse　on　trathc　in　con－

nection　with　some　data　that　suggest　the　formation　of　the　Navigation　Act．

The　“Charter　of　1804”

The　colonial　policy　after　the　fall　of

　　　　　　　the　Dutch　East　lndia　Company

By　Y．　Tabuchi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
　　After　the　fall　of　the　Dutch　East　India　Compally，．there　were　two　trends

concerning　how　to　govξrn　the　territories，　one　of　which　was　the‘‘indirect

（621）




